クラ ブツ ー リ ズム の 最上 級 ブ ラン ド 


中 ROYVALGRANSIAGE 。 ま を 。m。 - | 開 納 


== ニ ロイ マル クラ ランバン ラン 2 全 還 
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8 つの こだわ り と お 約束 [回 克 の 華 関西 


グ 経験 豊富 な ツウ アーデ ィ レ クタ ー(TD) と バス ガイ ド が ご 和 案内 
※ コ ー ス に より 例外 が あり ます 
クッ アー ディ レク ター より 電話 に よる ご 挨拶 
※ 代 表 者 様 に お か けし ます 。 ご 不在 時 は 前 日 21:00 ま で を めど に 数 回 お か けし ます 
2 12 名 様 か ら ツ アー は 催行 し ます 。 ツ アー の 平均 参加 人 数 は 14 名 
(2019 年 各 ツ アー の 平均 ) 
ん ゆとり の 行程 で ご 案内 
宿泊 施設 へ は 16:30 頃 まで に 到着 、 朝 は 9:00 頃 以降 の 出発 で す 
※ 祭 りな どの イベ ント 、 夜 朝 の 自然 観賞 宿泊 施設 外 で の お 食事 な どの 場合 を 除き ます 。 
詳細 は 各 コ ー ス の 行程 表 で ご 確認 くだ さい 
^ 落ち 着き ある 大 人 の た め の 旅 
未成 年 の 方 の ご 参加 は ご 遠慮 いた だ いて お り ま す 
の 弊社 最上 級 S ラ ンク 指定 の 旅館 : ホ テル に ご 宿 泊 
※S ラ ンク 以外 で も 、 特 色 が あり 評価 が 高い 施設 を 利用 する 場合 も あり ます 
/ 往復 の 列車 は グリ ー ン 車 * 禁 煙 席 を 利用 
※ 秋 田 ・ 山 形 ・ 九 州 新幹線 、 在 来 線 特急 は 一 部 例外 が あり ます 


〇 お 帰り の 手荷物 宅配 サー ビス 
※ お ひと り 様 お ひと つ (25 キ ログ ラム まで ) 。 日 帰り ツア ー を 除き ます 
東海 首 ・ 山 陽 ・ 九 州 新幹線 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 を 車内 に 持ち 込 場 


12 月 特別 号 
2022 年 11 月 1 日 発行 
旅行 設 定期 間 
2022 年 11 月 ~ 
2023 年 5 月 


お 客 様 満足 度 


925% 


※ お 客 様 満足 度 :2019 年 4 月 
2022 年 3 月 の ご 参加 者 対象 お 客 様 
アン ケー ト よ り 。 5 段階 評価 中 「 満 
足 ] 「 ほ ぼ 満足 ] の 占め る 割合 
(有効 回 答 数 40.344 枚 ) 


bea 
全国 旅行 支援 実施 中 補助 率 40% 


(た だ | 当り 還 ペ ら 000 円 上 限 、 日 帰り は 最大 5.000 円 上 限 ) 


額 か ら 補助 額 を 補助 し ます ! 
付与 対象 外 と な る コー ス も あり ます 
北 が 整い 次 第 、 順 次 ホー ムペ ー ジ に て 反映 いた し ます 


2 隊 旅行 代金 か ら | 1 泊 あ た り / ひ と りあ た り 
全国 旅行 壇 援 に 中 補助 上 限 額 地域 限定 クー ポン 


関す る ご 案内 と | 40% |8, 平日 3.000 円 
1 H 0 ロ 
フラ ツー 全国 旅行 支 援 検索 | 門 只 "< な 休日 1.000 由 


※ す で に お 申し 込み 済み で も 補助 対象 コー ス に お 申し 込み の お 客 様 に は 準備 が 整い 次 第 ご 案内 し ます ※ 補 助 金 額 お よび 地域 
限定 クー ポン 額 の 算出 は お 客 様 個別 の 旅行 代金 に 基づき 行っ て いま す ※ 補 助 は 都 道 府 県 ご と に 補助 金 が な く な り 次 第 終了 い 
た し ます (ツア ー 申 込 順 の 適用 と な り ま す ) 功 の 適用 を 受け る に は ワク チン 検査 バ パッケージ 要 件 を 満た す 必要 が あり ます 
(ワク チン 接種 回 数 は 2 回 また は 3 回 ノ / 都 首 と に 条件 が 異な り ます ) 


ロイ ヤル クル ー ザ ー 関西 


本 革 3 列 os ト 全 17 席 og 
クラ ブツ ー リ ズム の 最上 級 バ ス 


ロイ 1 ルク ルー ツア ーー 2 人 ロイ ヤル クル ー ザ ー 


利用 の コー ス は 
に ーー. 和 ー - | | 間 還 剛 gs ニニ この マー ク が 目 E 


安心 の 
化粧 台 付き 


ーー トイ レ し 完備 
ゆっ た り リ クラ イニ ンク シー 眺望 の よい 大 き な 窓 


四季 の 華 3 険 索 | ※ 詳 細 は 19 ペ ー ジ を ご 確認 くだ さい 


当社 対象 ツア ー( 一 部 コー ス を 除く ) の 参加 条件 を ご 確認 くだ さい 。 


「 接 触 対 策 」「 飛 涼 対策 」「 体 調 管理 」 台 


クラ ブツ ー リ ズム を 徹底 し ます 。 回 


INewstyle 


クラ ブッ ツーリズム ニュ ー ス タイ ル 


当社 対象 ツア ー( 一 部 コー ス を 除く ) の 参加 条件 を ご 確認 くだ さい |※ 既 に お 申し 込み 済み の お 客 様 
対象 ツア ー は 以下 の ⑳⑯ ま た は @ を 満た すこ と が ツア ー の ご 参加 条件 に な り ま す に ば 弊社 より 個別 に ご 案内 し ます 
出発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 14 日 前 まで に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス ワク チン 接種 を 2 回 以上 完了 し て いる こと 

@ 出 発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 3 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に に る PCHR 検 査 が 抗原 定量 検査 、 ま た は 1 日 前 以降 に 採取 し た 検 

体 に よる 抗原 定性 検査 の 結果 が 陰性 で ある こと 5 
※ リ クチ ン 接 種 を 3 回 以上 完了 し て いる こと が 参加 条件 と な る ソ ツアー も あり ます その 他 条 件 と 併せ て 弊社 ホー ムペ ー ジ また は 各 旅行 セン ター に て 必ず ご 確認 くだ さい 。 回 


近鉄 グフ ルプ フラ プリ ー リ ズム 株 式 会 社 ドッ 


絶景 も ! 美 食 ゅ ! 旅 が 楽 し く な る 観光 列車 の 旅 


よん まる よん な な 


JR 九州 X ク ラブ ツー リズ ム 共 同 企画 四 李 の 芋 
/ ヽ 以 に に 
き 急 * 観 光 列車 新幹線 を 乗り 継ぎ 九州 を 1 周 | 特別 企画 
| ーー 
ュー ス 9 83220-P31 放 生 
に 問 人 
旅行 代金 2 名 1 と り 20,000 円 増 、 ノヽ 
重明 270. 000 申 1 生 100.000 提 と 
届 放 儲 較 12 月 | 1 15 旧 較 全 出発 日 催行 決定 2022 年 9 月 2 ク 
国 1 名 還 同 行 茹 一 部 同乗 (2・5 日 目 ) 男 不 可 P 呈 大 分 交通 同等 ー Do8IETTS SSToton by Eiji Mitooka 十 が 同時 デビ ュー 2 フレ 記 つう 
新 大 阪 (9:00 一 11:00 発 ) 一 新神戸 一 (新幹線 の ぞ み 与 史 グ Don Design Assoclates 2 つの 列車 に 乗車 寺 」 
リー ン 車 ) 一 博多 一 (特急 リレー かもめ ・ 指 定席 ) 一 武雄 温泉 一 ※ イ ラス ト は 完成 予想 図 で す ミヌ 


( 西 九州 新幹線 か も め ・ 指 定席 一 長崎 一 (特急 ふた つ 星 用 新 唱 線 ( 地 多 
4047. 指 定席 2022 年 秋 運 行 開始 の 観光 列車 に 乗車 )ー 中 信介 符 守 褒 い ば 
武雄 温泉 = 姫野 温 泉 ・ 茶 心 の 宿 和楽 園 【A】 ( 泊 ) ※18:30 到 て 苦 間 ) の うち 、 直 
着 予定 ※ 佐 賀 生 を 使っ た 和食 会 席 の ご 夕食 日 四 功 泊 泉 一 長崎 間 が 開 某 。 
始 野 温泉 = 祐徳 稲荷 神社 = 武 雄 温 泉 一 (特急 か わせ みや 
ませ み ・ 指 定席 普段 は 走ら な い 路 線 を 運行 ) 一 熊本 一 ( 九 
州 新幹線 きく ら ・ 指 定席 一 鹿児島 中 央 =( タ クシ ー) = 席 児 大 野 温泉 

島 :SHIROYAMA HOTEL kagoshima【A】( 泊 ) ※ 桜 ] 夫 - 

島 側 の 客室 を ご 用 意 。 夕 食 は 和食 会 席 を ご 用 意 囲 較 Sp ン 余 * 心 の 宿 上 
鹿児島 (8:30 出 発 ) = タク シー) = 鹿児島 中 央 一 (九州 横断 特 和楽 園 


トー 


INS) 


急 ・ 指 定席 誰 礼 川 駅 の 名 物 駅 弁 「 百 年 の 旅 物語 か れい 

川 」 の 昼食 〉 王 吉松 一 宮崎 =( タ クシ ー)〉 = 宮崎 ・ シ ェ ラ トン ・ グ ラ 

ン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 【A】 ( 泊 ) ※ 洋 食 の ご 夕食 較 囲 狗 3 も ea 

宮崎 =(〈 タ クシ ー)〉= 宮 崎 王 (九州 横 断 特急 指定 席 秘 境 駅 6 『 人 
※ 車 両 運用 の 都合 に より 急 避 車 両 が 変更 と な る 場 


で 有名 な 宗太 郎 駅 に 途中 停車) 一 別府 =( タ クシ ー) = 別府 温 
阿 菊 の 雄大 な 景色 を 走り ます 〉 一 熊本 一 (九州 新幹線 指す 孝信 に より 


泉 ・AMANE RESORT GAHAMA( 泊 ) ※3500 坪 の 敷地 の ド は 

に わずか 31 室 の 大 人 が 楽し め る 温泉 リゾ ー ト ホテ ル 。 海 を 見 
= 

こ ト 変更 され る 場合 が ご ざい ます ※ 貸 切 列車 の 座席 

定席 〉 一 新神戸 一 新 大 阪 (19:00 一 19:40 着 ) 閉 円 = に つい て は 弊社 に どー 任 くだ さい Na 


な が らく つろ げ る 温泉 ビュ ー バ ス 付き 客室 を ご 用 意 開 因 
※ 新 幹線 は 貸切 で は あり ませ ん ※ バ スガ イド は 2 日 目 の 嬉野 温泉 武雄 温泉 駅 、5 日 目 の 別 府 温泉 別府 駅 に 乗車 し ます 


(ざく) 


に = 


別府 温泉 = 海 地獄 = 別府 一 (特急 あ そ ぼ ー い !・ 指 定席 


庫 N 加 


〇 1 


N 子 レ の 不知 で 箇 / 
彩る 和 杉 騰 


2022 年 4 月 、 車 両 を 全面 リニュ ー ア ル 』 計 
の 2 だ 06 よ る 2 


ーー デー 


メ 83172- -P31 国名 


旅行 代金 2 名 1 室 ひ と り 10.,000 円 増 、 
町 室 お ひと り 柳 250.000 円 1 名 1 室 100,.000 円 増 
出 交 伴 開 12 月 | | ョ 較 較 3 月 14 旧 較 全 出 発 日 催行 決定 
画 同行 國 一 部 同乗 (※1) 回 不可 ws 避 琴 参 バス 同等 
新 大 阪 (8:50 て 9:50 発 ) 一 新神戸 一 (新幹線 の ぞ み 号 史 グリ ー ン 
車 ) 王 岡山 一 (特急 し お か ぜ ・ 指 定席 一 松山 一 (観光 列車 「 伊 
予 灘 も の が た り 」 (八幡 浜 編 /2022 年 デビ ュー の 新型 車両 に 乗 
車 車 窓 に 広がる 伊予 灘 の 海 を 眺め な が ら ラ ンチ タイ ム ) ) 一 八幡 
浜 = 四万十 いや し の 油 温 泉 ・ 四 万 十 の 宿 【A】 ( 泊 ) ※19:00 到 着 
予定 。 四万十 川 河口 の な だ ら か な 丘 に 休む 隠れ 温泉 宿 口 同 多 
四万十 いや し の 湯 温 泉 = 足摺 岬 = 四万十 川 (へ 清流 を 屋形 船 で 舟 ポ 2 | 
下り ) = 汗 川 一 (観光 列車 「 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の も の が た 1 号車 と 2 号車 で は 車内 の 内 装 は 異な り 6 
2 り ] (開花 の 抄 / 高 知 家 満喫 [土佐 流 の お も る て な し コー ス 」 の 昼 ます 。 車 両 、 お 席 は 弊社 に ご 一 任 くだ さい 
食 ※15:30 頃 の 遅 め の 昼 食 と な り ます ) ) 一 高知 =( タ クシ ー) = 高 
知 ・ 城 西館 【S】 ( 泊 ) ※18:30 到 着 予定 。 皇族 の 御 常 宿 と し て 愛さ 
れ で て きた 老舗 旅館 。 上 級 客室 | 千寿] に て お く 覚 きく だ さい 柚 属 外 志 国 土佐 
高知 = か ずら 橋 = 大 歩 危 財 (遊覧 船 に 乗船 ) 大歩危 (観光 列 時代 の 
車 「 四 国 ま ん な か が 千年 も の が た り 」 (し あわ せ の 郊 紀 行 / の どか 夜明け の 
な 里山 や ダイ ナミ ッ ク な 渓谷 美 な ど 移 り 行く 景色 と 食事 を お 楽し み 夜 労 5 
※14:30 頃 の 遅 め の 恒 食 と な り ま す ) ) 一 琴平 = タク シー) = 厩 平 腔 ものがたり 
平 グ ラン ド ホ テル 桜の 抄 別邸 初音 ( 泊 ) ※17:00 到 着 予定 。 2020 車 
年 4 月 オー プン の 温泉 露天 風呂 付 和洋 室 の 客室 を ご 用 意 較 同 図 ーー 
本 平 (10:00 出 発 / 金 妃 比 維 宮 まで 徒歩 岡内 。 ご 希望 の 方 は 3 肖 目 
NE に 各自 ご 参 し 4 が AP yi 間 請 計 平 
4 名 物 の 讃岐 うど ん を 含む 和食 の 昼食 )= 東 山 邊 夷 せとうち ュー ヽ 
和 館 宇多津 一 (特急 者 指定 席 一 岡山 一 打電 細 の で み 人 "ヤグ フン ド ホ テル | 


号 路 グリ ー ン 車 ) 一 新神戸 一 新 大 阪 (174018:40 着 ) 開 司 桜の 抄 別 了 初 音 3 2 や で = 


| 伊 也 灘 も の が た り 


、 予 梁 も の が た り 車 内 写真 は 1 


ュー・ 
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3 

の 
や 

(の 
の ミ 
2 
り 
夕 
串 
で 
| 


[ ざ ゃ ) 


記 


※1: バ スガ イド は 1 日 目 八幡 浜 駅 ご 2 日 目 窪 川 駅 、3 日 目 城西 館 て 大 歩 危 駅 、 
4 日 目 別邸 初音 宇多 津 駅 に 同行 し ます 客室 一 例 
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大 
風 
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人 


「 喘 翌 明堂 」 


| 特急 ふた つ 星 404 7 10 の ん ん CA 


2 
ピス 
1 
ト 
利 
用 
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コー ス 内 条件 : 画 (ツアー ディレクター ノ 添 乗員 ) 還 (最少 受付 人 員 ) 固 (最少 催行 人 員 ) 國 (1 名 参加 の お 客 様 の 相 部 屋 ) 較 (バス ガイ ド の 有無 ) (利用 バス 会 社 ) 


マー ク の 交通: 王 (バス ) デ (JR) … JR の 了 欠 ) ー (トロ ンコ 電 車 ) (ケー ブル カー) (ロー プ ウ ェ イ また は リフ ト ) … (水上 交通 ) (航空機) 


見 方 (徒歩 また は 自由 行動 ) 食事 : 研 (朝食 ) 属 (昼食 ) 較 (夕食 ) 囲 (弁当 ) 属 (夜食 ) 圏 (軽食 ) 還 (部 屋 食 ) (な し ) その 他 :Wm (お 客 様 撮 影 


写真 ) 


十 避 回 


バ 
ス 
席 
ひ 
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wtANMー ふ へ へろ 選 湯 画 ※。 慎 星 


2022.12 


ガン ツウ 旅 の 愉 じ み 方 UTALU 
わずか 19 組 を 迎え る ゲス トル ー ム は 、 穏 や か で の ん びり と し た 時 を 


過ごす た め の 、 居 心地 の 良い 空間 。 せとうち の 優し き に 包ま れる 
旅 が 、 い ま 始 まり ます 。 


ー ゝ ヽ 瀬戸 内 海 を 言 で きる テラ ス 付 き 調 対 引 由 3 きり K2】 山 IES552 事 。 5 
信 ウ スイ ニ ! に 沿 と の 主体 感 を 何時 で も り ト JNN02L3Ee ' 呈 足元 ゆっ た り シ ー ト 
。 ン デ ッ キ に 出る と 、 あ ら め ゆる クン | バス 利用 q 邊 ) 
| 景色 を 楽し め ま す 。 生計 ング 


へ X 
oHy 


| 
ニー 
ニュ ピン ング 2 【 
表 屋根 の 軒下 に ある 縁側 で 民 選 い の 訴 誠 ニー ドー ラテ デン の 


時 間 を お 過ごし くだ さい 


ktF Maw 


一 世 で きる 浴場 ーー ーー ニー 3 
に お 好き な も の を 、 お 好き な だ け 。 


人 ⑳ 各 選 昌 絡 


中 
仙 重 のび yrr き 回 


船内 の 飲食 は オー ルイ ンク ルー シズ プ ( 旅 行 代金 に 
含ま れ て お り ま す )。 海 の 半 を は じ め 、 肉 、 野 菜 、 フ 
ルー ツ な ど 地 元 の 旬 の 食材 で 揃え て ぐい ます 。 好き な 
も の を 、 好 き な 調 理 法 で 、 好 き な だ け 。 海 の 上 に いな 
12 月 2 日 、2 月 27 日 出発 ベラ ビス タマ リー ナ 。 が ら 、 気 の 向く まま に 人 


生 広島 上 必 道 99 レニ 


4 月 17 日 出発 いい 、 困 の 通 
負 < 
島 、 
宮島 生 口 島 の 
大 則 上 ペー リレー 
音戸 の 瀬戸 間 


※ 気 象 ・ 海 象 状況 に より 当日 の 航路 が 。 
予告 な く 変更 と な る 場合 が あり ます の 


y 殖 に 人 


\ 
2 


衣 楓 (AN 一 タテ ー サ 幸 所 画 1 疾 野 ラ 本 半 ※ 


7 が 
ぶ 
人 
= Mo \ へ 
っ 209 910.000 0 / ト 
人 お 0 と どり 
9190-Po1 計 細 WG 9 
6 和 、 朱 が いた だ け ます 
出発 日 放 得 2H 還 語 27 日 攻 軸 17 日 USN 
昌 層 - 
国 1 名 較 14 名 画 一 部 同行 (ガン ツウ に は 乗船 し ませ ん ) と な 
四部 同乗 (1 日 目 ) 還 不 可 連語 せとうち パス 同等. 5 
け 。 新 大 阪 (930 一 11:00 発 ) 一 新神戸 一 (新幹線 リー ン 車 ) メン ビジ ペク ニン バンド イ 企 
ま 一 福山 =12 月 2 日 、2 月 27 出 発 平山 天美 術 館 (本 画 の 人 ) 4 月 1 
す | 17H 出 発 : 世 羅 高 原 ( 季 人 節 の 花 を 観賞 )= 尾 道 ・ ペ ラビ スタ スパ & マ 宅 妃 語 | 
リー ナ 尾 道 【S】( 泊 ) ※ 瀬 戸 内 海 の 絶景 を 望む リゾ ー ト ホテ ル に 答 泊 。 瀬戸 内 の 海 と 山 に 抱か れ た 丘 の 上 に ひっ そり と 倖 む リ や 
※ ュ 立 7 『 "ゴーー r 
ーー イー を こ 須 5qOqwqbqcqcq カカ 
尾道 =〈 タ クシ ー 1 組 に 1 台 を ご 用 意 〉= 再 の 浦 (地元 ドラ イ バ ー と 一 パリ ゾー ト で す 。 
は 緒 に 散策 )= 洒 邸 遠 音 近 音 (ミニ 会 席 の 昼食 )= 阿 伏 兎 観音 ( 断 岩 レッ ン 
2 岬 の 上 に 建つ 観音 堂 )= ベ ラビ スタ マリ ー ナ (16:30 出 航 予定 ) つ ガンツ 、 
た ッ ( 衝 中泊 ン 氏 泊 ) ※ 和 和食 ・ 洋 食 ・ 鮨 の 中 か ら 好 き な も の を 好き な だ け 堆 約 70m の ビュ ー バ スス イー ト り 
て お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 至福 の 船旅 を お 過ごし くだ さい 開 属 因 和み @ トン 
イ 調 瀬戸 内 海 (12 朋 2 2 月 27 出 発 : 宮 島 沖 ・ 伯 方 島 沖 錯 泊 航路 /4 月 17H 出 。 ひ 9 
1 ” 発 大 三島 沖 ・ 輌 の 浦 沖 錯 泊 上 航路) へ ンー 中 連 泊 / 錯 泊 ) 開 属 連 プ : 和 6 2 
ジ ご ベラ ビス タマ リー ナ (1TE00 帰 港 予 定 )= く タクシー]1 組 に 1 吾 ご 用 意 癌 0 4 
で 4 AM 〉= 柱 山 和食 の 呈 人 =( タ クシ ー)〉= 福 山 デ (新幹線 に ーー 日 | 
す のぞみ 号 史 グ リー ン 車 ) 一 新神戸 一 新 大 阪 (1500 一 16:10 着 ) 開 司 日 ーー 
ロイ ヤル ・ ナビ ダイ ヤル (市 内 通話 料 で OK) 一 般 電話 か ら 3 分 9.35 円 (8.5 由 税別) の 市 内 通 
シッ 人 06(6 733)400 2 
2 幕 。 月 - 土 9:15 こ 17:30 日 祝 休 業 ※ 来 店 家 口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい ェ ク 0570- 088877 半 引 記 主語 を 除く ) 


山中 湖 で 見 られ る ダイ ヤ モ ン ド 富 士 は 日 没 時 。 秋 か ら 冬 に か け て 


ーー 期間 : 
皿 タ イ モン ト 晶 士 (0 人 胃 約 4 ヶ月 半 程 の 期間 、 観 測 す る こと が で きま す 。 


※ ダ イヤ モン ド 富 士 は 自然 現象 の た め 、 気 象 条 件 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 


泊 目 : 和 室 ま た は 洋室 議 訂 っ 2)。 選 温浴 施設 
* ゅ 83121-P31 2 泊 目 人 2020 征 * | 
旅行 代金 本 6 月 」 

1 宇 お ひど 133,000 1 名 1 室 50.000 円 増 | 属 計 


#j 83122-P31 2 泊 目 洋室 確約 


(お 0 どり 138.000 1 名 1 室 50.000 円 増 


出先 日 下 庁 4.8.11H 馬 語 由 . 回 .10.22.29 昌 
国 1 名 圏 12 名 画 同行 昭 一 部 同乗 (2・3 日 目 ) 較 不 可 
革 詠 紀 ア ン ビ アバ ス 同 等 
新 大 阪 (10:50 一 12:00 発 ) 一 京都 王 〈 新 幹線 こだま 号 晃 グ 
= 光 ホ プル ブ ニ ウ クイ ン 休 と 本 の 方 は 王 人 欠 社 (人 だ わり の 人 昼食 1 有 2 晶 出発 は サプリ 
※ ホ テル チェ ッ ク イン 後 ご 希望 の 方 は 三 鳥 大社 (徒歩 約 15 語 王 議 頓 こだわ り の 昼食 *※182B 出 発 は ザ . プ リン ス 
分 ) へ ご 案内 。 和 洋 折 更 ディ ナー 目 自 ら 上 一 テル 殺人 | な だ]9 和 
三島 = 元 箱根 港 へ (箱根 海賊 船 / 富 士 山 を 見 な が ら 志 ノ 湖 を 江 覧 ) 還 還 呈 較 上 7 
| 5 抽 


桃源 台 洪 = 富士 屋 ホ テル ([「 旧 御用 郎 菊 華 革 ] で 献上 御膳 の ご 恒 | 6 9 
2 食 /1 月 2 日 出発 は ザ ・ プ リン ス ホ テ ル 箱 根 「 な だ 万 雅 殿 ] で 和食 の ご ーー 3 か 、 語 葵 

昼食 ) = 介 山 中 湖 周辺 (ダイヤモンド 富士 を 観賞 )= 笛 吹 川 フ ルー ツ ] 1 5 プ / コ 

パー ク 滞 士 屋 ホテ ル 【A】 ( 泊 ) ※17:30 到 着 予 定 と な り ます 絆 略図 

笛吹 川 =@ 河 口 湖 = 西湖 =@ 精 進 湖 = 本 柄 湖 = 日 本 
。 料理 魚 民 (※13:30 の 遅 め の 昼食 駿河 湾 の ネタ を 中 心 に 症 議 

し た 撮り 寿司 の 昼食 )= 静 岡 一 新幹線 こだま 与 吹 グ リー ン 議論 2 幼 

車 ) 一 京都 一 新 大 阪 (17:40 一 19:00 着 ) 司 国 較 L 信 事 処 「 御 座 所 」 


ーー 2 に 
八ヶ岳 高原 音楽 堂 
チェ ン バ ロ コン サ 、 
に 彩 ら れ た | ar 高原 の 山々 と 調和 レ 
ハル ニレ テラ スペ 鐵 アー た 六角 形 の 高い 屋根 

3 が 特徴 の 美しい 音楽 
堂 。 本 ツア ー の お 客 欄 
だ け の 貸切 り で 、「 八 ヶ 
地元 八ヶ岳 産 の 樹齢 110 広 テ ェ ン バ ロ コ ン サ ー 


年 の カラ マツ を 使用 し て 作 9 
られ た 八ヶ岳 チェ ン バ ロ を 鑑賞 し ます 


八ヶ岳 
= ゃ l 客室 一 例 
八 ヶ 音 高 原 ロッ ジ | 
八ヶ岳 連峰 の 東山 訂 、 約 200 万 坪 の 広大 な 大 自然 
に 囲ま れ た 漠 酒 な 高原 リゾ ー ト ホテ ル 。 標高 約 1.500 
m に 位置 し 、 是 空 観 察 に も 最高 の ロケ ーション で す 。 


ュー ス 希 5 83119-P31 
放 和 0 165.000 1 名 1 室 60.000 円 増 


還 1 12 同行 國 同 
出発 日 語 20H 0 大野 8K バ ス 同 叶 。 男 治 27 年 償 以 来 、 軽 井 
沢 の 歴史 に 歩ん で きた < 菩 。 
新 大 阪 (9:48 発 ) 一 束 都 一 (新幹線 ひか り 紀 クリ ー ン ) 一 名 の 歴 中 と と も に ん で きた る 
古屋 一 (特急 し な の ・ 指 定席 一 塩尻 = 軽井沢 万 平 ホテ ル 【S】 団 井 沢 の 象徴 的 な ホテ ル 。 。 虎 : 


紹 還 叶 | 


4 


の | で 小生 」 沖 壮 上 ざ 敵 


] ( 泊 ) ※15:30 着 予定 。 チェ ッ ク イン 人 後 、 ご 希望 の 方 は クリ スマ ス 陸 - 隊 び 入 | ET 
ムー ド 漂 う 軽 井沢 ハル ニレ テラ ス へ 、 ※ 夕 食 は メイ ンダ イニ ング に っ ・ に の 機会 。 この 貴重 な 
て ホテ ル 自 慢 の フラ ンス 料理 日 角 ・ 必 / 共に * 機会 訪れ て み 


軽井沢 = 旧 軽井沢 銀座 (チャ ー ナ スト リー ト や 帯 パ ウロ カト リッ ク 
教会 な ど 各 邊 散策 )= 八 ヶ 語 ・ 八 ヶ 生 高原 ロッ ジ ( 泊 ) ※ 禁 高 
2 約 1500m、 約 200 万 坪 の 広大 な 表地 の 中 に 佐 む 高原 リゾ ー ト 
ホテ ル 。 到着 後 、 ホ テル に て 洋食 の 昼食 。 八ヶ岳 高原 音楽 堂 
に て 本 ツア ーー 貸切 の チェ ン パ ロコ ン サ ー ト を 開催 
人 ヶ 生 (0:30 出 発 ) = オル ゴー ル 記念 館 すわ の ね (見 学 )= 上 


3 訪 ・ 朱 白 (和食 の 昼食 )= 塩 尻 一 (特急 し な の ・ 指 定席 一 名 古屋 一 本館 アル プス 館 ( 真 」 は 外 鈴 を 維持 し な か ら 内 装 トー スィ 
(新幹線 ひか り 与 胸 グ リー ン 車 ) 一 京都 一 新 大 阪 (17:27 着 ) 研 属 [円 や 設備 の 改修 予定 、 料理 (イメ ー ジ ) 


由 元 ゆっ た り シ ー ト 
利用 


li 


9 ト 虹 zNW す NrS へ 8 


NNIUNY 
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遍 き ーー 
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1 の / 


ラ 
で T 


アホ 、 
レン ョ 
』 言 ぷ 
て 
「 詞 
応 
に ジー 
厚 
ャ デー| ee 
に = 電 
お 本 
人 ア 
の プ " 
賃 ノレ 
切 cn 
チ 随 
ー エ 表 2 
ン 王 避 
フ ヾ 上 語 
ビ W 応 
本 三 放 17 
ゴー 
1 
ト 


事前 確認 の クラ ブツ ー リ ズム で は 、 安 心して ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう 、 ご 旅行 の お 申し 込み 時 に 次 の 内 容 を お 伺い し ます 。 ご 参加 全員 の お 名 前 
ご 協力 の お 原 、 @ お 電話 番号 郵便 番号 ・ ご 住所 性 別 生年 月 日 また は 年 齢 ※ お ひと り で の ご 参加 の 場合 は ご 家族 等 の 緊急 時 の 連絡 先 


事前 に お 調べ の うえ お 電話 くだ さる と 、 ス ムー ズ に ご 予約 いた だ け ま す 。 ご 協力 を お 願い 申し 上 げ ま す 。 


ご ( び 層 メン 


日 目 )| 


肌 選 時 机 の び 立 本 ビ け 昧 光男 基 ビ 


慎 許 定 誠 論 ら 届 吉 (AAN: 一 ター 汗 主 龍 喜 麗 1 証 暑 史 ラ 還 謀 ※ 


TA 一 スペ > 民 炉 則 ※ 


2022.12 


5 
、 


ロイ ヤル クル ー ザ ー 


lm) 淡路島 四季 の 華 碧 号 
グラ ンド ニッ コー 淡路 BBB 関西 5 周年 記念 
緑 と 花 が 豊か な EEESEEB 


特別 企画 


に に JE に 
「 淡路 夢 掴 台 ] の 一 角 に 佐 む 、 PRp ロ PE ば ば! 
リゾ ー ト ホテ ル 。 心 地 よ い 


この 機会 に | ロイ ヤル クル ー ザ ー」 の 
魅力 を 基 非 、 体 験 くだ さい 
ゆっ た り レ ッ グ レス ト 付 き リ クラ イニ ング 


シー ト で 快適 。 長 時 間 の 移動 で も 疲れ \ 
ず お 座り いた だ け ま す 。 


決 略 記 
gD 2 


鳴門 海峡 の 急流 で 育ち 、 引 き 締 


まっ た 身 と 濃厚 な 味わい が 特徴 の 
淡路 島 の 冬 の 味覚 を て っ さ ( ふ ぐ 
刺 ) や 唐 揚げ 、 て っ ちり (ふぐ 鍋 ) な 
どの 会 席 で いた だ きま す 。 


淡路 島 三 年 と ら ーーー。 


(イメ ー ジ ) 


※ 
開 。 湖 風 と 光 を 感じ る くつ ろ ぎ ぎ qa 
ィ の 時 間 を お 汽 ご し くだ さい 。 | 間 ロ 
上 > 約 箇 
2 村 朗 
1 必 汽 
四 。 ン 
島 画 邊 
ビリ 1 
= 
列 
シ 人 EE 四 
の と ビニ 
の 
ク ら . 胡 議 
ル タ 食 (イメ ー ジ ) ま 自 
(e、 F ゴ 
ぐ 野 廊 
= 
較 | 


朝野 家路 大 風呂 


四 


※ 。 叶 具 ご 沙 端 い さき 震 言語 一 


眺望 の よい 大 き な 交 | 


ョ ハ ぶ 
バ 国王 語 還 と 
人 肌 量 関西 周年 
社 回 較 | 
室 2 名 1 室 ひ と り 
葉 旅行 代金 N 
Ws120.000 下 8 議 4 を 
間 出発 地 出発 Pa 小 
社 (出発 時 間 ) 時 間 POG つ 星 の 和 宿 [ 
11 朋 日 12 朋 に 内 ・@8 日 2 0 o 朝野 家 う 観光 経済 新聞 社 認定 ⑩ | 
ム 新 大 阪 | 馬 品 4:12・18・26・29 日 天守 を いた だ く お 城 造り の 外観 に 、 書 院 造 の 客室 、 雅 や レ 
和 (10:30 発 ) | 一軸 9.12-23.27 晶 か な 館内 の 意匠 が 非 日 常 へ と 読 いま す 。 自 家 源泉 の 温泉 、 山 陰 の す ょ 
ジ 攻 明 ②・⑤)⑧)・⑫ 日 山海 の 幸 を ふん だ ん に 使っ た 食事 、 香 道 ・ 華 道 ・ 茶 道 を 基本 に し 
で た お も て な し で お 寛ぎ くだ さい 。 
eKE】 (sos) 26H 
確 ee | 箇 較 15.22 日 | 奈 世 京 計 隊 生 | 
(10:00 発 ) 区 革 I⑬ 日 出発 プラ ン あ り f 1 AN 4 
に 国 1 名 還 8 名 国 同行 同和 回 可 25 半 良 交 通 また は 人 観光 バス 田 
人 各 史 = 西村 屋 和 味 多彩 (基本 村 屋 の 伝 統 を 受け 紙 ぐ 村 ンコ 
上 地 /「 失 時 か に 了 」 の 社 人 14 人 は = 代 


「 淡路島 三 Se 


館 エ リア ( 異 還 情 洋 あ ょ れる 科 並 み 出 届 
ンド ニッ コー 淡路 【A】( 泊 ) ※ 早 め の 15:30 頃 の 到着 。 夕 食 は 
会 席 」 に 舌鼓 


策 )= 淡路 島 . ゲラ 
貴 剛 釣 


淡路 島 (900 出 発 ) 
景 に し た 日 本 庭園 
は ( 書 | 
温泉 朝野 家 【S】 
方 は 案内 ガイ ド と 共に 


12/28 出 発 は 除く )= 姫 路 (和食 の 昼食 
官兵 衛 ゆ か り の 地 ※1 15 出 発 は 除く )= 湯 
( 泊 ) ※ 早 め の 15:30 頃 の 到着 。》 
湯村 温泉 街 散策 (温泉 卵 体験 付き ) 人 へ 


庭園 : 好 古園 (姫路 城 を 


lm 笠 


ラ ト 


※ ご 希望 


天 喜 図 同 


(いら 


湯村 温泉 (10:00 出 発 )= 
3 木造 三 大 仏 の ひと つ ) 
ス の 昼食 ) 


Se み 斗 寺 畑 聞 ※ 
NO 


案内 。 夕 食 は [ 但馬 邊 すき 焼き 付き 会 席 」 


= 丹 
= 各地 (17:00 一 18:50 予 定 ) 


寺 ・ 但 馬 大 仏 (世界 最 大 級 
濾 (城下 町 自由 散策 洋食 コ 
較 属 


TS[ 軸 


そ ※「5 つ 星 の 宿 」 


は 観光 経済 新聞 社 認定 


す ※12/28 出 発 の 3 日 目 昼食 は 朝来 の レス トラ ン と な り ま す 


ロイ ヤル ・ 
$ 人 


2022.12 


公 O06( 


iH 旧 三宮 下村 屋 


穫 | 和 味 旬 彩 
[特製 か に 重 」 


※ 1 月 4 日 出発 は 、「 か に 道楽 」 に て か に 御膳 の 昼食 と な り ま す 


33)400 


月 ~ 土 9:15<17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


ナビ ダイ ヤル (市 内 通話 料 で OK) 


= 0570-088877 


明 応 一 HI アア NN 対 団 避 」 齋 園 


朋 野 家 / お 出迎え (イメ ー ジ ) 


一 般 電話 か ら 3 分 9.35 円 (8.5 円 税別 ) の 市 内 通 


有料 多利 用 いた だ ける 通用 サー ビス で す 
対応 エリ ア / 大 阪 ・ 兵 庫 ・ 京 滋賀 ・ 奈 良 ・ 和 
歌 山 ・ 三 重 (携帯 電話 ・ 衛 星 電話 を 除く ) 


h 】 | ag 
し 畠 水 感 秘 を 大 。 流 陸 空 コ 
信 れ れき る 的 屋 選 暫 合計 IL 還 p 二 ! 
が が 見 き な 望 の 観 厚 B \ 寺 
ら 少 る ま 光 デ 重 光 い 胃 球 水 か か 四 
流 な こす 景 ッ さ 船 流 っ 写 ざさ の 
輝く と で 双 OL 8 
水 ふ くち 」 る で キ お 水 さ 流 9 
の 船 巡 直 記 2 肖 1 も | 水 れ 永 と る 
で 階 語 ら 水 メダ 水 2 0 
世 内 き の ゴ も た の w w 0 
# は ぁ サ 組 呈 そら 64 ろ 稚 流 南 り 
朱 房 得 下 流 い 流 南 ふ っ 水 限 ゴー 海 8 
し 発 馬 デア 水 水 氷 李 ツ ブヒ 不了 す 『 6 
絶景 を 見 晴らし 、 開 放 め 備 で 妥 者 朗 1 胡 : を ホホ S 虹 0 
感 の ある 展望 デッキ な す キ 人 友 具 測 ロロ ] り 
運 が 良けれ ば 、 流 水 の す の ^ は く の 忠昌 還 さ ング 3 
良けれ S で 震 つ へ き カン ジグ 
上 で 寝そべっ て いる ア CE お 生 自 湖 品 水 ら 
の た 2 人 科 半 間 き 過 が 。 AVW ジ 交 
ゥ ツ 国 請 少 居 因 論 避 いう 
える か も し れ ま せん に な く 撃 れ に ら 船 ジ 殿 M 
野生 動物 の た めど 過 の で を た 氷 進 グ 
葉 いた だ け な い 電 ご で 流体 神 塊 む o 


RUP2 間 沼 と 白 然 に 囲 まれ た 同 寒 洋 温泉 宿泊 
jEPA テ チャー ター 正行 便 で 白銀 の 北海 道 へ 
空 と 海 か ら 望 ゆす オ ホー ツク 流水 ⑧ 

神秘 的 な オホーツク 海 の 流水 を 特別 航路 で 飛行 機 か ら 、 流 水 人 砕 水 船 に 乗っ て 海 か ら 、 流 水 に 一 番 近 い 駅 か ら 体験 。 
オホーツク 流水 遊覧 フラ イト 


あッ き - 
入る いい シッ 
7 . 科 ア ピー プ ゲ ・ 
ーー ーー 本 導 E 


人 | 
ニー ニー ラジ | 


rpREAW CA 
AAUNES 所 ー 一 
ラニ デー デ 


流氷 が よく 
見 られ る エリ ア 


io 


に 
| 


2 ーー ジィ ジラ 
補 83002-P31 Il 


さき で : 


旅行 代金 2 名 1 室 ひ と り 20.000 円 電 、 < と ンー た. 人 0 Sc こ 
(③ 名 1 室 お ひとり) 250,.000 由 1 名 1 室 100.000 円 増 回 較 オ ホー ニン ク 渦 の 流水 ( 空 撮 ジ の 気象 条 施 で き な い 場 合 や 高度 も 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 
コー ス 2 泊 目 : あ か ん 鶴 雅 別荘 
ゅ G3003-P31 部 の 座 コー ス 番号 83002-P3 1 川 HI 
旅行 代金 2 名 1 室 ひ と り 20.000 円 増 、 き 二 MI ョ 
(名 1 室 お 0 と り 析 ) 260,000 1 名 1 室 100,000 円 増 2 阿 失 湖 温泉 | 生 2 
国 1 名 固 12 名 国 同 行 回 同乗 ゝ BE = ーー 
出発 日 久 芽 11823 日 回 不可 Mg 斉 綱 バス 同等 あか ん 遊 久 の 時 詳 5g ' 


2 か ( cpme' Tr 2 稔 雅 
流水 を 望む 特別 航路 へ ご 案内 ) み 女満別 = メル ヘン の 丘 ニ oe レ は 0 
北浜 駅 (流水 に 一 番 近い 駅 ) = 斜 蜂 (知床 産 銀 か れい 味 昌 壮 合い 
き と 海 鮮 井 の 昼食 )= 知 床 博物 館 ( 知 床 半島 の 自然 や 歴史 を の 黒色 が 視 只 の か な り の 部 地 Sa 2 
展示 ) = 知床 ウト ロ 知 床 第 一 ホテ ル 至 然 館 【S】 ( 泊 ) ※ タ 人 を 語 め て いる 客 字 で す ーー デー アイ で 
食 は 知床 の 厳選 食材 を 使っ た 和 会 席 勝 を ご 用 意 串 司 較 : ※ 
知床 ウト ロ = 網 走 港 〈… 流 水 砕 水 船 に 乗船 > ニ 北 天 の 丘 
2 網走 湖 鶴 雅 リ ゾー ト ( 洋 食 の 昼食 )= 阿 寒 湖 温 泉 ・ あ か 
ん 遊 久 の 里 稚 雅 別館 【S】 ま た は あか ん 和 錦 雅 別荘 郭 
の 座 【S】 ( 泊 ) 靖 賠 多 
阿寒 湖 温 泉 (10:00 出 発 ま で お 部 屋 や 阿寒 湖 温 泉 街 を ご 散 
策 く だ さい ) = 阿寒 国際 ツル セン ター( 特 別 天 然 記念 物 タン 
チョ ウ を 観察 )= ザ ・ グ レー ト ベ ア (フラ ンス 料理 の 昼食 )= 美 
幌 峠 展望 台 ( 届 斜 路 湖 を 一 望 )= 女 満 別 ササ 〈 お 帰 0 も FEDA 
チャ ー タ ー 便 利用 ) サ 関西 (19:00 一 19:55 着 ) 較 属 昨 SOm 以 上 
※ 流 水 は 自然 現象 の た め 、 見 られ な い 場合 が あり ます ーー 


すか ン 届 載 (tANI 一 タテ ー 誕 援 寺 責 | 許 昌 


て ら 


届 ツ ーー へ へ み 選 所 是 


ツア ー お 申し 込み 時 の 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自 由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 身 体 障害 者 補助 大 を お 連れ の 方 、 
お 願い その 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 


2022.12 


北 堪 02 
海 能 の 衣 
道 す の 
の る り 
。 り 
生物 
応 4 
伯 5 
バス 席 ひ と り 2 シ ー ト 利用 


流水 | お 一 ろ ら 」 ガ リン っ 号 」 と SL 冬 の 湿原 号 
北海 道 冬 の 風物 詩 を 堪能 する 旅 ③ 


冬 の 絶景 、 流 水 を 網走 と 紋別 か ら 2 つ の 砕氷 船 に 乗っ て 、 オ ホー ツク 海 の 流水 を 間近 に 体感 。 
SL 父 の 湿原 呈 


毎年 、1 月 こ 3 月 の 期間 限定 で 白銀 
の 釧路 湿原 を 力強く 疾走 し ます 。 


流氷 が よく 
見 られ る エリ ア 


大 き な ド リル で 流水 を 砕い て 信 カ リン リン コ 号 。 ガリ ンコ 号 皿 は 写真 提供 : 北 海道 釧路 総合 振興 局 商 工学 働 観 光 課 


ぁ 


先代 より 大 き さ と スピ ー ド が 大 幅 に アッ プ し 、 よ り 遠 く の 流水 帯 


まで 航行 が 可能 と な り まし た 。 写真 提供 : 紋 別 観光 振興 公社 


阿寒 潮 温泉 と 
あか ん 遊 久 の 里 稚 雅 < と も れ び 秦 


ュー メ 欠 9 83013-P31 困 と 座 阿 案 を パノラマ で 一 中 
望 する 温泉 リゾ ー ト ホテ ル 。 豊富 な 湯量 を 誇る =ー (Z パ 


人 so) の 7 U.()(0(0 円 ) 「 を Boooo 間 様々 な 秀 向 を 半 ら し た 温泉 。 2017 年 に 本 館 の 


部 を リニュ ー ア ル し た ジェ ッ ト バ ス 付 き の 客 室 
で ゆっ た り と 優雅 な ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


出発 日 晶 軸 18H 思 本 4 日 


国 1 名 圏 12 名 園 同行 國 一 部 同乗 (2>4 日 目 ) 圧 不可 ze 末 綱 走 バス 同等 


伊丹 (8:00 一 10:00 発 ) み 羽田 み 淀 広 こ = ハル ニレ の 木 = 白 
樺 並木 ( 約 1.3km 続 く 並木 道 )= 六 花 亭 本 店 = 帯広 一 〈 特 
急 お お ぞ ら 7 与 ・ 指 定席 〉 一 釧路 = く (タク シー)〉= 釧 路 ・ 釧 路 プ 
リン ス ホ テ ル ( 泊 ) ※19:00 到 着 予定 ※ 高 層 階 10 階 以上 の 
客室 を 確約 回 国際 


ーー 


2 食 ) = 摩周 湖 = 阿 寒 湖 温泉 ・ あ か ん 遊 久 の 里 稔 雅 (こもれび 


釧路 =〈 タ クシ ー) = 釧路 一 (SL 冬 の 湿原 号 ・ 指 定席 ) 一 標 
茶 = ザ ・ グ レー ト ベ ア ( 遅 め の 13:30 頃 の フラ ンス 料理 の 昼 


【A】 ( 泊 ) ※2017 年 に 本 館 の 一 部 を リニュ ー ア ル し た ジェ ッ 
トバ ス 付 の スタ イリ ッシュ な 客室 で お 寛ぎ くだ さい 


阿寒 湖 温 泉 = 網走 港 〈… 流 水 観光 砕氷 船 「 お 一 ろ ら 」 に 北海 道東 部 、 
の 記 ほ に 全便 オホーツク 管内 遠軽 町 
※ 風 の 良 に 真っ 白 な 壁 が 印 な リゾ ー ト ホテ の 標高 約 300m の ら 
ル 。 地 元 の 食材 を 用 いた 和洋 折 裏 コー ス 料 理 の 夕食 も お 楽 人 財 リ 9 


4 コ 号 息 」 に 乗船 〉= 紋 別 ま た は 女満別 サ 羽 田 サ 伊丹 1 


し みく だ さい 合 連 
ーーーー ーーーーーーーーーー ー ル 。 大 正 時 代 か ら 続く 温 
丸瀬布 温泉 (8:30 出 発 ) = 紋別 港 〈 つ 砕氷 観光 船 「 ガ 時 7 ei 2 


円 が 高い こと で 知ら れ て 


剛 さこ 還 
Nd 


園 


ー19:30 着 ) 


7 
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stAN 一 ふみ 刀 由 ※ 
Co 


※ 流 水 は 自然 現 象 の た め 、 見 られ な い 場 合 が あり ます いま す 。 


ロイ ヤル ・ ナビ ダイ ヤル (市 内 通話 料 で OK) 夫人 放 か ら 3 人 935 5 の 市 
ッッ 会 06(6733)4000 ジグ 6570.088877 半生 生 ie 


月 ~ 土 9:15 こ 17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 融 三重 (電話 を 除く) 


[コー ス 番 号 83130] 


し 夫 と 人 さ 。 伊 早 示 
前 こ こ 河 洛 河 どど. 
ン ま 津 滞 地 小 ッ = 
ク 2 を 人 を 人 ペ 衣 隊 琶 咲 2 泊 と も 名 ホテ ル の 
2 月 で 経 候 て は 発 知 * 3 と 7 テテ ラ ヶ ー テ い 
きる と ーー 和信 ひ m 上 級 客室 に 宿泊 。 
で きか す 開 ま 時 明和 る 当 で と 右 軍 立 ふ 氷 
内 ツ ら が 還 る 他 な km 信 婦 % 人 足 伊豆 観光 も 楽し む 。 
2 を は る 介 有 8 人生 So 
令 る 包ん さき 邊 る 査 そ 交 の に C 
0 人 と 見 店 吉 あら 5 由 内 
と 弁 い 頃 其 包 区) に く 
うら が わ は 問 か きり 本 約 。 
で 大 れ 満 花 品 $ メ 植 8』 
すき て 開 を 開 碑 イィ ぇ 0 
ーー "くい に 楽 人 氏 豆 ヨコ ゥ ら O v 圭 W 
= 記 の 日 差 ほ に 衣 や か に 映え る 河津 楼 の ドラ ネリ ル 濃 ま な し 約 の シ れ 0 訂 
(写真 は イメ ー ジ ) 


ーー 春 薦 る 河津 咲 < 伊豆 半島 


温泉 露天 風呂 付き 衝 還 南 伊豆 | 観音 温泉 ピグ マリ オン | 
ヒス トリ ッ ク デ ラッ クス 客室 アン 化合 殿 」(⑱ 


花 御殿 外観 


箱根 宮ノ下 温 泉 四 gZE2ZZS22Z5 汗 


富士 屋 ホ テル 


2020 年 全館 リ り ニ ュー アル 


明治 11 年 (1878 年 ) 7 月 15 日 、 日 本 初 の 本 格 的 な 
リゾ ー ト ホテ ル と し て 開業 。 140 年 以上 の 歴史 を 誇 
る 由緒 ある クラ シッ ク ホ テル は 2020 年 7 月 、 約 2 年 
間 の 改装 工事 を 経て 、 古 き 良 き 心地 よさ を 残し な 
が ら 生 まれ 変わ り ま し た 。 今回 は 富士 屋 ホ テル 建 | 
築 の 集大成 で も あり 、「 フラワー パレ ス 」 と 称 さ れ 愛 
され て いる 「 花 御殿 」 に 宿泊 いた だ きま す 。 


] 沖 


ヒス トリ ッ ク 
デラ ックス ルー/ 


還 計 
sm』 
三 


こ ン 


FE 


」 


ご ごい 
に 2 


昭和 5 年 に 建て られ た メイ ンダ イニ ング 
ルー ム 「 ザ ・ フ ジ ヤ 」 。 富士 屋 ホ テル を 象 
徴 す る レス トラ ン で 創業 当時 の レシ ピ を 受 
け 継 ぐ 伝統 の フレ ンチ を いた だ きま す 。 


通 (m の -\ー) 半 の 碧 時 
思 刀 


避 志 田 記 
( き 吾 )「 


2 飲 泉 * 邊 家 源泉 か け 流し の 秘 湯 観音 温泉 


可 天 風呂 伊豆 半島 、 奥 下田 の 山間 に た た 
5 や む 美 肌 の 湯 宿 。 3 本 の 自家 源泉 
”。 。 を か け 流 し に し た 温泉 は 強 アル カ 


83130-P31 am 
(2 を 1 あど 00 220.000 由 中 大 


コー ス 


語 語り 、 骨 潜水 で 飲 泉 に 最適 。 体 の 内 
外 か ら 源 泉 を 楽し め ま す 。 今回 は 


> 1 名 1 室 ロイ ヤル クル ー ザ ー 四 季 
晴 16.27 晶 100.000 円 増 の 華 空 号車 内 (イメ ー ジ ) 


全 室 が 眺望 の よい 数 寄 屋 造り の 替 


国 1 名 圏 12 名 画 同 行 困 同 乗 回 不可 Mg 吉 主神 奈 中 観光 同等 


を 尽く し た 温泉 十 天 風呂 付き 客室 
「 ピ グマ リオ ン 」 館 に 和 宿泊 いた だ きま 
す 。 「 最 上 級 の 癒し ] を ゆっ くり と ご 
寺 能 くだ さい 。 


新 大 阪 (10118 発 一 京都 王 ( 新 幹線 ひか り 号 中 グ リー ン 車 ) 王 
ロイ ヤル クル ー ザ ー 四 李 の 華 の * お 迎え し ます ) 
1 『 館 (開館 10 周 年 記念 展 若 沖 と 一 Ne 
_ 花鳥 画 を 展示 。「 孔 雀 鳳 風 図 ] な どの 名 画 鑑賞 )= 箱 根 宮 ノ 下 
温泉 富士屋 ホテ ル 【S】 ( 泊 ) ※ 登 録 有形 文化 財 の 「 花 御 
殿 」 に ご 宿泊 。 夕 食 は メイ ンダ イニ ング に て フラ ンス 料理 口中 図 


ーー 


ピグ マリ オン 館 に 人 宿 泊 


箱根 宮ノ下 温泉 = 伊豆 高原 花 吹雪 (和食 の 昼食 )= 河 津 (本 州 一 
) 早咲き の 桜 を 観賞 ))=( 河 津 七 滝 ルー プ 橋 )= 下 田 ・ 飲 泉 ・ 自 家 源泉 


※ 温 泉 露天 風呂 付き 客室 「 ピ 
識 賠 多 


か け 流 し の 秘 湯 観音 温泉 ( 泊 ) 
2 に こ 借 提 抜群 の 泉 質 を 誇る 温泉 自慢 の 和 宿 


当 船 (遊覧 船 で 神秘 の 天窓 洞 め ぐり ) = 沼 
) 津 ・ ヌ ー ー ヴ オォ サンス (フラ ンス 料理 の 昼食) ニ 三 島 一 〈 新 幹線 ひ 
か り 号 晃 グ リー ン 車 ) 王 京都 新 大阪 (17:57 着 ) 虐 畔 昨 


禁 志 量 | 誕 法 入 こ 連 ※ d 放 こき 下 弟 ひさ 二 百 1Nー ミ さ C 可 8 きせ 9 テ ー ツ So 年 [和則 S 章 国 - ま ー ミ さ ミ さ ユ ロ 」※ 


eS 


確 


「 極 み の 宿 | は 、 ロ イヤ ル ・ グ ラン ステ ー ジ の ツア ー に ご 参加 いた だ いた お 客 様 の ツア ー ア ン ケ ー ト の 宿泊 
[極み の 宿 ⑯| 施設 の 評価 を も と に 総合 評価 90% 以 上 を 獲得 し た 、 お も て な し に 優れ た 宿泊 施設 を 選定 し て いま す 。 
(2019 年 4 月 ~ 2022 年 3 月 の ご 参加 者 対象 アン ケー ト に お ける 施設 総合 評価 の 5 段階 評価 より 。 有 効 回 答 数 78.345 枚 ) 


登録 商標 第 5353685 号 


※「 極 み の 宿 」 は クラ ブツ ー 
ム 株 式 会 社 の 登録 商標 で す 。 


リズ 


[コー ス 番 号 83135] 

の 22902 レ ド 7 6 
列車 に 乗車 。 
さま ざま な 角度 か 
昌 士 山 を 眺望 。 


河津 桜 観 缶 | 


河津 川沿 い に 植え られ た 菜の花 も 河津 桜 と 同 
桜の 濃い ピン ク 色 と 菜の花 の 黄色 の 花 と の 競演 は 、 見 る 人 の 


心 を 魅了 し ます 。 
河津 桜の 見 頃 : 例 年 2 月 中 旬 3 月 上 旬 
ーー o 一 
に レグ ョ グン 
碧 テ ラズ 


※ 富 士 山 は 天 修 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 


1 泊 目 は 上 層 階 の 客室 を 用意 還 
倉 の 「 サ フィ ー ル 上 踊り子 」 と 朱 の 「 富士 山 ビ ュー 特急 」 
芝 紅 の 河津 桜 早春 の 伊豆 ・ ーー 


s サフ ィ ー ル 踊り 子 


2020 年 3 月 14 日 に 運行 開始 し た 観光 特急 サフ ィ ー ル 号 。 全車 両 グリ ー 
ン 席 で 、 高 い 天 井 と 天窓 か ら 差し 込む 光 が 車 内 に 開放 的 な 空間 を 演出 。 乗車 する 
熱海 駅 一 伊豆 急 下 田 駅 間 に は 随所 に 相模 湾 を 望む 絶景 ポイ ント が あり 、 相 模 灘 の 
青く 煙 く 海 の 風景 が 楽し め ま す 。 


天窓 か ら 差し 込 
rd 「 


隊 

半 写真 提供 .JR 東 日 本 過 4 
用 ※ サ フィ ー ル 踊り 子 号 、 富 士 山 
バビ ピュー 特急 は 3 列 シ ー ト の た on 
ス め 、2 名 様 ま た は グル ー プ 様 で 士 富士 山 ビ st EE 
会 の お 申し 込み の 場合 で も 前 後 卓二 還 ナ PLON 
桂 席 に な る 場合 が ど さ ざい ます 錠 行 線 

車両 に 26 席 の ゆっ た り し た た 特別 車両 に 乗 
g | ※ 当 コー ス は 列車 手配 の 車 。 大 月 上 か ら 洒 駅 まで の 條 衝 955km を 科 45 人 考 に さ S 
仁 | 都合 上 、 予 約 希望 の 受付 で 緒 び 、 富 士 山 の 秀 の 勾配 (標高 基 約 500m) を 上 り 続 ッ ン が あべ 二 へ N NE 
貢 | の み と な り ます 。 旅行 契 け ま す 。 だ ん だ ん と 近づい て くる 雄大 な 富士 山 と 豊か な NSRSSS N 
社 | 約 の 締結 は 当社 の 手配 自然 が 織り な す 四 季 の 移ろい を 眺め な が ら 、 特 別 な ひ の やこ ツン 
ホホ | 完了 後 と な り ま す と と き を お 過ごし くだ さい 。 Ne 
| 


広 
ペ 
間 コー2 秋 9 83135-P31 
s 旅行 代金 2 名 1 室 ひと り 10.000 円 増 、 
回 (③ 名 1 室 お ひと り 析 148.000 "1 名 1 室 40.000 円 
確 
認 出発 日 草加 13.20・27 晶 
い 
た 還 1 名 国 12 名 国司 行 國 部 同乗 23 日) 国 可 MAPS 伊 箱根 パス 同等 
新 大 阪 (8:0010:30 発 ) 一 京都 一 (新幹線 こだま 号 跳 グリ ー ン 
車 〉 一 熱海 王 パ サフィール 公 り 子 号 中 グ リー ング 宝石 の サフ ァ イ 人 時 開 5 | = 
] 7 の よう な 青く 交 く 美しい 伊豆 の 海 を イメ ー ジ し た 2020 年 3 月 議 較 細 較 較 較 ei Fm 温泉 下田 東急 ホテ ル 
MA we 高台 に 建ち 、 眼 下 に 大 浦 湾 を 一 望 する リゾ ー 
※ 工 料 送迎 バス )= 下 田 温泉 ・ 下 田 東 急 ホ テル 【A】 ( 泊 ) ※ フ Z: ホテ ル 。 美しい 海 な が ら 、 潮 双 に 
写 レン チ を ペー ス と し た 和洋 折 宮 料理 の ご 食 四 上 2 議 )。 <。 NN NYA 
真 下田 温泉 = 河津 桜 (比較 的 空い て いる 午前 中 に ご 案内 ! 河 - 5 
は 津 桜 まつ り を 自由 散策 )= 伊豆 パノラマ バーク ( ト ラッ トリ ア 伊 
す 2 豆 パ ラディ ー ゾ で イタ リア ン の 昼食 プロ ー プ ウェ イ で 富士 山 
へ を 望む 「 碧 テラ ス 」 へ !) = 笛吹 川 ・: フ ルー ツ パ ー ク 富士 屋 ホ テ 
ぁ ル 【A】 ( 泊 ) 
メ 笛吹 川 = ミ シャ トー 勝沼 (ワイ ナリ ー で 試飲 と お 買物 )= 大 月 * 
| (富士 山 ビ ュー 特急 富士 山 の 人 を 駆け る 朱 い ボディ の 観 
ジ 3 光 列 車 。 特 別 車両 1 号車 に 乗車 し 雄大 な 富士 山 を 車窓 か ら 
で 眺め る 〉 … 河 口 湖 = 本 栖湖 = 新富 士 一 〈 新 幹線 こだま 号 路 グ 
す リー ン 車 ) 一 京都 新 大 阪 (18・30 一 20:00 着 ) 國語 園 


ロイ ヤル ・ ナビ ダイ ヤル 通話 料 で ー 和 か 532935FG の 市 
っ zo 会 06(6 733)4000 6570-088877 時 EE 


2022.12 月 ~ 土 9:15<17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 前 1 生 ( 放 放 を 時 く ) 


| 水 渡 の 部 屋 」 
テー デラ テ い さき 
に 和 宿泊 
敷地 の 中 央 を 流れ る 
川面 し て 建て られ た 
離れ 家 風 の 客 室 。 


清流 ・ 湯 川 を 引き 込ん だ 川 の 流れ に 沿っ て 立ち 並ぶ 離れ 家 風 の 「 水 波 の 部 屋 」。 ゆる や か な 瀬音 が 心地 よく 閣 き 、 夜 に は 
水面 に 水 行灯 が 揺 ら め く 、 星 の や 軽井沢 を 代表 する 客室 に 宿泊 。 (写真 は 一 例 ) 


「 軽 井沢 野鳥 の 森 」 を 見 つめ 続 
け て 二 十 年 余り 。 森 の 動植物 を 
知り 尽く す 「 ピ ッ キ オ 」 の スタ ッ フ 
が 案内 し ます 。 樹々 の 葉 が 落ち 、 
森 が 明る く 見 通し が 良く な る 冬 は 
野鳥 観察 が し や すい 季節 。 
雪上 に 残る 動物 の 足跡 探し も 楽 
し み の 一 つ で す 。※ 野 鳥 は 見 ら 
れ な い 場 合 が あり ます 


※ 委 量 は 時 期 に よっ て 異な り ます 


8 テン 


※ 積 雪 量 は 時 期 に よっ て 異な り ま す 


[衛生 管理 ] と 「3 審 回 避 ] の 2 つの 対策 軸 を 掲げ 、 お 客 様 へ の サー ビス を 
より 進化 させ る 星野 リゾ ー ト 。 国 内 外 に 温泉 旅館 、 都 市 観光 ホテ ル 、 ラ グ 
ジュ アリ ー ホ テル な ど 、 地 域 の 文化 や 歴史 を 生か し た 施設 ・ 体 験 を 提供 
する 同社 の 個性 際立つ 宿 を ホテ ル に 答 泊 する ツア ー を ご 紹介 し ます 。 


毎 夕 点 され る 
水 行灯 (イメ ー ジ ) 


YO0&OY キ 叶 周 乏 


忠 主 


mm 題 息 


o ぷ ざさ X 細 | 避 滞 形 ] 凌 田 90 1 ざ み て 


III 
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誠 て 壁 海 苔 叶 尊 選 嗣 田 人 療 人 本 醤 「MY づ へ さき ざ 愛 G 負 
壁 , 田 若き 光 天 且 SwS 。[ 滞 只 S 存 」 話 注 S 
性, 地 源 S テ アーン ご 題 貝 ささ 族 港 芝 洗 語 き Fr 宮 草 どど F 


層 半 叩 S 活 革 謀 義 き 臨 。 パ 一 i 腕 「 状 加 S 0 1 ざ み 」 さ て rr は と で 多 売 
所 や 生 妨 て 導 選 民族 S 補 団 交 斗 て み / 喜 庄 潜 ぶ 芝 中 和 褒 瀬上 ン w(y 当 


泉 
- 
円 
を 
め や 
に が 4 
の 
つ か 取 
に 還 だ 
ER 井 
た っ 2 三 
補 > 旭 市 ヽ 
9 い 
の 本 あ 
S 原 家 る 
衝 室 一 例 星 風 屋 谷 


バス 席 ひ と り 2 シ ー ト 利用 「 


冬 の 澄ん だ 


=F 「 是 の や 軽井沢 」 衣 * 


ュー スタ 番 み 83105- P31 
(2 名 1 室 お ひと り 析 ) 290, 000 


上 1 名 回 12 名 国 同和 還 - 各 (3 
還 人 村人 
新 大 阪 (9:48 発 ) 一 京都 一 ( 新 電 2 


名 古 屋 王 〈 特 】 寺 の 
軽井沢 ( 泊 ) ※15:00 着 

星 の や 軽 省 沢 を 代表 する 「 波 の 部 屋 
は 星 の や 軽井沢 ダイ ニ ング に て 和 居 石 
星野 温泉 …( 思 い 思 い の 漠 在 を お 楽 
方 は 午前 タク シー に て 軽 井 : 
内 。 年 後 約 1.5 時 間 の コー ス 
内 )… 量 野 温泉 ・ 星 の や 軽井沢 ( 連 i 
リア の 「 ブ レス トン コー ト ユカ ワタ ン 」 に て フラ ンス 料理 剛 曰 較 
星野 温泉 (10: 30 出 発 )= 松本 ・ 松本 ホテ ル 花 月 (B 
創業 の ホテ ル に て 和洋 創作 コー ス 料 理 の 昼 

ド 、 現 存 天 守 最 古 の 名 城 に 入城 )= 塩 


1 名 1 室 150.000 円 増 


ス を 備え た 
屋 ] に 宿泊 ※ ご 夕食 


の ・ 指 定席 〉 一 名 古屋 一 (新幹線 ひか り 号 路 ク 
都 一 新 大 阪 (19:27 着 ) 


07 


ファ クジ ミ ゆ 
(24 時 間 受 け 付 け ) 


(24)1201 


魅力 の ポイ ント 
金 非 | < 包ま れる ラグ ジュ アリ ー 
ト 「 星 の や 軽井沢 ] に ゆっ た 
り 連 泊 。 最上 級 の お も て な し の 心 
が 通う ホテ ル で 極上 ステ イ を 堪能 。 


久 夕食 は 星 の や 軽井沢 「 日 本 料理 斎 
助 」 で 山 の 懐 石 と 、 同 星野 エリ ア に 
ある 「 ブ レス トン コー ト ユカ ワタ ン ] 

炎 じ る フレ ンチ の コー ス 
を 堪能 くだ さい 。 


和 懐 石 の 夕食 (イメ ー ジ ) 


イン ター ネッ ト 


24 時 間 予 約 可能 
(一 部 コー ス を 除く ) 


空気 と 雪 ・ 氷 が 作る 美しい 軽井沢 の 自然 美 
極上 の 休 還 9 


冬 の 軽井沢 は 平均 気温 が 0 度 を 下回り 、 敷 地内 も 雪景 色 が 広 話 


が り ま す 。※ 積 雪 量 は 時 期 に よっ て 異な り ま す 


光輝 次 ( き 立 さき べき 
紀 吾 忌 端 迷人 y 座 財 記 冒 天 憶 


は 1 


ル 


己 
0X 誠 へ き 科 し で 区 を る へ SN HAI RAK ま 亜 立 き 基 
0W 綱 所 田 和田 ニ 


OX 計 へ まで て 光 記 汁 麻 ③ 


と つ 
o と 


ロビ ー で 出迎え る 大 暖炉 「 森 の 神話 」 は 芸術 家 ・ 岡 本 太郎 の 作品 。 アー ト と 自然 が 調和 する 空間 で ゆら ゆら と 燃え る 
暖炉 の 炎 を 見 つめ な が ら 、 コ ー ヒ ー や お 茶 を 楽し め ま す 。 西 館 ラ ウン ジ の 大 暖炉 | 河 神 ( か し ん )」 も 岡本 太郎 作 。 


主 コ 
U 


sY 党 一 民 ロ マ 暴 対 


り ) 
浸 
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り 
な 
が 
ら 
カ 
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党 
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浴 
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る 
冶 
み 
が 
電 
能 
IGG 
に 3 
ま 
夫 
タ 
食 
は 
り 
ん 
つ ) 
魚 
介 
な 
< 
青 
株 
の 


ざき 古 洛 節 ③ ご 直 寺 と ご ずぶ 圧 


眼下 に 渓流 を 望む 第 天風 
呂 [ 氷 潔 (ひょう ば く ) の 洪 」。 
赴 天 風呂 の 両側 の 砲 に 高 
き 約 3.5m、 幅 約 16m の 水 滞 
を 再現 。 幻想 的 な 景色 を 楽 
し みな が ら 、 湯 人気 が 立ち 昇 
る 温泉 で 温まり ます 。 


io 


に 
ピン 


| 甘 し き 「 八 甲田 の 樹 水 」 と 津軽 鉄道 「 ス トー ブ 列 車 」 に 乗車 


| 界 津軽 」 大 間 の まぐ ろ づ くし 会 大 


rt ニタ テー 汗 許 援 圧 量 1 許 注 


ューxWg 83030-P31 N 間際 。 
間 es 160.000 提 00 | 「 2 


細 日 宅 日 生 語 隔 職 日 語 呈 22 日 本 ほ 催行 決定 


6 1 


星野 リゾ ー ト 


が 展開 する 温泉 旅館 プラ ンド 


温泉 = 八甲田 ロー 


明 賞 )= 八 四 田 ホテ ル ( フ ラ 1 大 航 温泉 ン 
た 利 ( 大 3 型 ね ぁ s た や 7 ゝ | 
伸 PS ご リ 旬 当 還 


古く か ら 湯治 場 と し て 親しま れ て きた 津軽 の 奥 座 敷 、 大 伯 温 
泉 に ある 温泉 旅館 。 当 伝統 工芸 の ひと つ 「 津 軽 こぎ ん 刺し ] を 
セン ス 良 く 取 り 入 れ た 館内 や 客室 。 大 問 の まぐ ろ や 津軽 の 食材 
: こ の 豊か き を 感じ られ る 料理 、 津 軽 三味 線 の 迫力 ある 生 演奏 な 
“| ※ 当 コー ス は 青森 県 団体 旅行 促 進 支援 対象 の た め 、 ワ クチ ン G 回 議員 二 験 で 宿 で す 。 

当 コース は 青 共 県 体 行人 人 ど 、 津 軽 の 文化 を 体験 で きる 大 人 の 宿 で す 


zz 06(6733)4000 め 06570.088877 


月 ~ 土 9:1517:30 日 祝 体 業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


水 泌 の 湯 | 奥 入 瀬 渓流 ホテ ル 」 


沿 NN 団 | さ 計 愛 幅 玉 


ー 
ィ ン 


日 
本 
有 
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の 
景 
勝 
地 
入 
で 流 『 
ゝ 
貞 に IIII 
* き 上 果 
う 唯 
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す ル ファ 
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開 き 較 ノレ 
< ョ 四半 較 


: 鉄 道 スト ー ブ 列 車 


(写真 は イメ ー ジ ) 


と 
寺 の エリ ア 大 阪 ・ よ 
歌 山 ・ 三 重 (携帯 電話 ・ 
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い 、 ゆ っ た り と お 人 右 し 上 が りく だ さい 。 (写真 は イメ ー ジ ) 

沖縄 の 滋味 あふ れる 料理 を 少し ずつ 楽し 

め る 琉球 朝食 (写真 イメ ー ジ ) 、 ま た は シ チ 

リア 料理 か ら お 選び くだ さい 。 


「 里 の や 沖 を 旨 」 の 休日 ③ 


コー ス 番 号 和民 交 
83268-P31 (2 名 1 室 お ーー 


国 1 名 回 10 名 画 同行 人 固 不可 As 


伊丹 (855 一 11:00 発 

| の = ガン ガラ ー つの 
し い 海 を 眺め て 暮らす よう に E: す る 、 沖 縄 の 
シチリア 料理 の フル コー ス を ご 才能 くだ さい 


朝 し 生か さい ン ン 


吉 沢 を 感 
量 の や 沖 昌 
R 通じ て 泡 の 歴史 


選べ る 観光 介 星 の や 沖縄 に て 


道場 を 貸切 、 琉 羽 
ーーーーーー ーーーー 


読谷 村 ( 


ロイ ヤル ・ 
人 


公 06(6733)4000 


月 ~ 土 9:15<17:30 日 祝 体 業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


こ 溢 在 で きる よう 設え て あり ます 。 (写真 は 客室 一 例 ) 


ZZ 7 応 で 涼し わ 


出発 日 自主 24 日 


0570-088877『 


9 叶 促 吾 型 上 際 S 庄 埋 . 理 ③ 置 滞 さ ざ 仁 人 き 評 多胡 癌 償 で 当 
8 
。 は ご 見 さき Ox 理 殿 吾 恒 吾 下さ ③ 胡 本 CS 義 主 琴音 


庫 べ ぎ 局 刻 導 へ YY 本 S「 ミ ー ミ ささ ざ ぷ マ 」 の キ ざ 


RE 本 凌 半 Y 陽 主 旧 帰 導 パ 愛 時 


7 の 8NMIK 


長 紙 に 琉球 紅型 (びん が た ) が 描か れ て いる な ど 随 所 に 沖縄 の 伝統 
を 感じ きせ る 意匠 が あし ら わ れ て いる 客室 一 例 


| ! ar 
= コ で 
ー 十 還 還 還 ーー ivsv コ コロ 
ーー ーー 一 
ーー mn 
に 
ーー ヤ 


も 6 が 
リプ 
お も て な し の 心 を 背景 に 
発展 し 、 今 も 伝統 文化 と 
15 世 紀 の 初頭 に 造ら れ た 、 沖 縄 に し て 親しま れ て いる 琉球 


現存 する 最 古 の アー チ 型 の 石造 拘 踏 。 (写真 は イメ ー ジ ) 


門 と 堅 年 な 切石 積み の 城 苦 の 城 。 
※ オ ー シ ャ ン フ ロン ト と は お 部 屋 の 正面 か ら 海 が 見 える お 部 
※ 続 日 本 100 名 城 は ( 公 時) 日 本 城郭 協会 選定 


屋 に な り ま す 。 


(市 内 通話 料 で OK) 信人 .35 円 (8. RU 


リア / 大 阪 ・ 兵 
歌 山 ・ 三 


プ ウ ェ イ の 車窓 か ら 広大 な 
t め 尽く す 樹 水 群 を 楽し 


才 エ 開 (し ーー 一 学 ンス 才 
ーE 倒 條 ティ イス モン スタ ー 
宮城 デラ ックス 車両 の 雪上 思 " 。 

北海 道 や 秋田 、 青 森 、 長 野 の ほか 、 世 界 で は ドイ ツ く らい で し か 見 られ な い 、 と て 蔵王 樹 水 め ぐり へ 
も めずらし い 自 然 現 象 。 を に し か 見 られ な い 絶景 が 、 東 北 を 代表 する 景勝 地 ・ 蔵 王 に 
も あり ます 。 蔵王 と は 、 山 形 と 宮城 の 県 境 を 南北 に また が る 蔵王 連峰 の こと で 、 当 ツ 
アー で は 山形 側 と 宮城 側 で 樹 水 を 観 和 。 山形 蔵王 で は 標高 約 1600m の 山頂 まで ロ 
ー プ ウェ イ に 乗り 、 眼 下 に 樹氷 群 を 眺め ます 。 宮城 蔵王 は 雪上 車 で 、 樹 水原 へ 。 人 の 
身長 を は る か に 超え る モン スタ ー が 群れ を な す 様 は 神秘 的 か つ 圧 倒 的 な 迫力 で す 。 


話 和 3 が 3 々 の 放 具 「 成 王 司 水 」 と 「 最 上 川 雪 見 舟 下り 」 議 最上 川 舟 下り 問 
省 遇 一 ツ y 目 2 
温泉 吉 天 風呂 付 客室 天童 温泉 「 痛 の 湯 」 と 2 

EE 


球 


吉 旬 田 温泉 | 竹 泉 董 S8SSPI で 寛ぐ ③ 言語 


sz 83045-P31 2 泊 目 : デ ラッ クス ツイ ン 吉利 田 温 泉 竹 泉 蘭 
四 全 。 2 CHIKUSENSO ONSEN > 


旅行 代金 4 
(2 名 1 室 お ひと り 欄 ) 220.000 幅 ひ 蔵王 山麓 に ある 約 2 万 坪 の 敷地 に 広がる 森 と 、 清 流 の 


5 泊 目 : ジ ュ 三 ミ せせらぎ に 心 と 体 が 癒 き れる リゾ ー ト ホテ ル で す 。 
83044-P31 還 困 2 の 4 

旅行 代金 

を ss 靖 の 00.000 円 


出発 日 晶 軸 12:20 日 


国 2 名 圏 12 名 男 同 行 茹 同 乗 固 不可 gg 虹 層 山 交 バ ス 同 等 

伊丹 (25 一 11:00 発 ) か 仙台 = 山形 蔵王 (や 蔵王 ロー プ ウ ェ 
イ に 乗り 眼下 に 眺め る 樹 水 )= 天 童 温泉 ・ ほ ほえ み の 宿 滝 の 
湯 李 の は な 【S】 ( 泊 ) ※16:00 着 予定 。 夕 食 は 地元 食材 を 生 
か し た 壊 石 料理 回 回 欠 


天童 温泉 = 最上 川 舟 下 り (一 船頭 の 舟歌 を 聞き な が ら 水 黒 
画 の よう な 景色 の 中 を 施 覧 )= 最 上 亭 ( 海 鮮 重 と 芋煮 騰 の 
2 昼 食 )= 遠 刈田 温泉 ・ 竹 泉 荘 CHIKUSENSO ONSEN ( 泊 ) 
※16:00 着 予定 。 蔵 王 山麓 に 他 む 洗練 され た デザ イン の お 
宿 に 宿泊 。 大 自然 を 五感 で 楽し む 、 非 日 常 空間 が 広がる 佳 
窒 識 賠 
遠刈田 温泉 (8:00 出 発 )= 宮 城 蔵 王 (雪上 車 「 ワ イル ドモ ンス 
3 ター」 の デラ ックス 車両 に 乗り 樹 水 めぐ り )= 仙 台 国 際 ホ テル 

(フラ ンス 料理 の 昼食 )= 仙 台 か 伊丹 (16:50 一 19:30 着 ) 
識 属 晶 


MM 
ml MM 


Il 川 MM 
> 
時 


喘 瑞 (4AN 一 る トー 計 


| 
5* 


し 
番号 83045] ッ クス ツイ ン / 客 室 一 例 


! 


= 三 


ーー べろ 革 和 澤 由 ※ 中 星 刻 計 と 


イン ター ネッ ト 24 時 間 予 約 可 能 ( 一 部 コー ス を 除く ) 


四季 の 華 関西 検索 16. 


お 客 様 へ ツア ー 出 発 日 か ら 起算 し て 5 営業 日 前 ( 土 ・ 日 ・ 祝 日 は 除く ) を 過ぎ た 新規 お 申し 込み の 
お 支払 い 方 法 は 、 ク レジ ッ ト カ ー ド 決済 の み 承り ます 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


ME 


姓 て 計 詩 


stAN 一 ふろ t 互 由 ※ 
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2022.12 月 ~ 土 9:15~ こ 17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


。 本 220.000 貼 1 名 1 室 50.000 幅 増 函館 湯 の 川 温泉 の 
ナ 北海 道 三 大 温泉 郊 
に 


ジコ 


ゅ ぶ 尽 立 迷 則 和 上 O% 更 0K 学 汗 


OPDNTN 


『 び 入れ 、 る 抽 UN い 00eel 人 レン 
が 作ら れ ま す 。 


一次 底 (Y 電 つい らい,。G 尽 沈 強 剛 河 革 ず 強 幅 テ 耳 . 党 


すす き の 会 場 で は 
机 巧 に 作ら れ た 水 
像 が 並べ られ ます 。 


開 
催 
内 
3 
は 
10 
月 
7 
現 
在 
の) 
情 
4 
MS 
す 
。 新 
型 
選 
ロ 
ナ 
ウ 
・ イ 
。 ル 
ス 
の 
*。 感 
染 
居 
況 
に 
よ 
/ 
で 
変 
に 
な 
\ る 


2 本 
nnn で た: ルト こ メー】 さ ) 


。 革 記 丁 届 の 玉 吾 薄 性 
史 ③ 虐 の 剖 則 演 衣 机 末 ③⑳ 科 腔 DS 蓮 収 S wrt(v 芋 鞭 寺 。 は て 本 村 ③⑳ 
AAMY 和 喝 抽 い 下 届 華 守 ロ ロレ 愛 叶 コー 及 へ 邊 玖 夢 吾 計 通 吐 は 0W き 豆 


時 NIINYrN/E ド ) コ に の 、 に トラ 
凍 選 上 ロビ 


笠 交 束 一 の mw 横 K と 避 の の いざ 飼 受 党 園 / 革 


Jl っ ty 生 


駅 H2 月 上 相 介 当 の 川 温泉 に 宿泊 


ME の 滑 水 計 まつ り 
ザ ・ ウ ィ ン ザ ー ホ テル 洞爺 リゾ ー ト && ス パ (③⑱ 


洞爺 潮 温泉 
ザ ・ Sb 4 NN 


道内 屈指 の ラグ ジュ 

アリ ー ホ テル 。 洞爺 測 
を 望む ロケ ーション も 
すばらし く 、 世 界 水 準 
と いわ れる サー ビス が 
上 質 の 時 間 を 堪能 させ 
て くれ ます 。 フラ ンス 料理 の 夕食 (イメージ ) 


コーz 番 83001-P31 


出発 日 草屋 6・8 日 と いわ れる 名 湯 を 畳 風呂 、 奄 
国 1 名 固 12 名 同 行 同乗 固 不 可 5g 調 大 沼 交通 同等 泊 滞 な ど 多彩 な お 財 昌 で 


し め ま 2 矯 ) AZ aa 8 
伊丹 (10:0012:00 発 ) 羽田 函館 = トラ ピス チヌ 修道 院 2 
= 函館 湯 の 川 温泉 海 と 条 ( 泊 ) ※2021 年 7 月 開業 。 粧 海 で ム とこ eco、  。 
峡 を 一 望 で きる 露天 風呂 で 温泉 を お 楽し みく だ さい 口 還 銀 食 を ご 堆 能 くだ さい 。 タタ 食 ( イ メー ジ ) 
函館 湯 の 川 温泉 = 旧 函 館 区 公会 堂 ( 国 の 重要 文化 財 の 歴 


トー 


凡人 和 )- 到 栓 吉 タワ ー( 科 人 を 一 )- 画 人 支 多 湖 
2 大 沼 プリ ンス ホテ ル (北海 道産 の っ た 洋食 の 昼 。。。We つ 
人) = 測 人 湖 温 泉 ・ が ・ ウ ィ ン ザー ホテ ル 油 区 リソー ト & ス パ 議 3 組 移 ・ ーー 0 N 
【S】 ( 泊 ) ※ フ ラン ス 料 理 の ご 夕食 4 。 MR BN 
洞 区 湖 温泉 = 支 交 湖 ( 水 湾 ま つり を 見 学 ) = 札幌 (さっ ぽ ろ に 証 させ 28 は ) > LM 
3 雪 ま つり を お 楽し みく だ さい / 海 鮮 チ ラ シ 寿 司 の 恒 食 ) = 新 、 3 223H) 目 凍 代 代 va 
千歳 伊丹 (18:30 一 20:00 着 ) 国 同 園 (イメ ニシ) ※ 積 雪 量 は 時 期 に よっ て 異な り ます 
ロイ ヤル ・ イヤ ル (市 内 通話 雇 下 OK) 一般 電話 か 53 5 円 (8.5 円 税別 ) の 市 内 通 
クラ ン メ テ ー ジ 7 ( ) 所 0 6 た US ビス で 
06(6733)4000 0570088877 明 EE 


ど ご 当地 の 美味 し い 食 事 も 旅行 楽し み の ひ と つ 。 その 季節 
の 疾 に し か 味わえ な い 旬 の 食材 や 味覚 、 そ こと で し か 味わえ な い 
る ~ 名 物 、 本 場 の 食 文化 を 楽し お 旅 に 出かけ て み ま せ ん か が 。 


AU 隆 は 略 記 の 4 の あき と 


MPP ] の を 6 本 の 1 民 s 
6 風 2 \ 』 主 
時 化し の 築 和 松 00 呈 
を を た 名 の す が 0O 年 津 
お 伝 会 品 空 る 群 坪 以 人 
過 承 席 に 間 明 生 も 上 
ご こす 料 盛 美 治し の の Il 
だ 和 唐 年 好 正 が に あぁ 
さ 風 津 べ き の 携 は る 
47144 
川 上 紹 
沢 の 角 る す 庭 0 3 レー 


料亭 山田 屋 中 訂 誠 

器 と 美食 の 宿 と し て 全 < こ ( 回 豊後 水道 の 新 
も 知ら れる 洋々 問  ー 生 時 の ラ 鮮 な 日 杵 ふぐ 
の 冬 の 名 物 「 ク エ  . Se oN を 円 桁 市 を 代 
(アラ ) 料理 」。 玄 界 トン で 。 表 する 料亭 で 。 
港 の 冬 の 味覚 を 問 庭園 を 眺め な 
を 愛 で な が ら 味 わ う スス が ら ご 才 能 くだ 9 

次 沢 な ひと と き 。 きい 。 創業 \ H 時 の 面影 が 残る 


| クエ 料理 の 会 席 計 球 本 上] 桁 ふぐ 料理 
(イメ ー ジ ) (イメー ジ ) 


時 肖 朱 2 
ュー ス 番 9 83210-P31 由布 院 温泉 晶 庵 秋桜 


2 消 目 間 談 桜 離れ 二階 屋 (メゾネット 温泉 直 大 同 品 付き ) | 2 泊 目 単 席 秋 桜 離れ 特別 室 ( 平 屋 ・ 温 泉 直 大 風呂 付 き ) 2017 年 、 水 戸 岡 鋭 治 氏 監修 に より 


(9850 198,000 申 180BU 218.000 幅 リニュ ー ア ル さ きれ た 伝統 工芸 と モダ ン が 融合 


2 名 1 室 ひ と り 30.000 円 増 2 名 1 室 ひ と り 30,000 円 増 た クラ シッ ク な 館内 。 世代 を 超え て 寛げる 快適 
国 2 名 回 10 名 画 同 行 囲 同乗 な 答 泊 を お 愉し みく だ さい 。 
| 目 訓 15-18 日 請 6.15 日 回 不可 eS 避 昭 和 バ ス 同 等 
新 大 阪 (10:10 一 11:40 発 ) 一 新神戸 一 (新幹線 の ぞ み 号 中 グ リー ン 車 
= 大 宣 府 天満 宮 ( 学 問 ・ 至 誠 ・ 厄 除け の 神様 を 祭る 神社 )= 唐 津 ・ 虹 の 松原 ( 国 
の 特別 名 勝 「 日 本 の 三 大 松原 ] の 一 つ )= 唐 : 々 閣 ( 泊 ) ※ 約 1800 坪 の 
敷地 に 建つ 、 明 治 ・ 大 正 の 面影 を 残す 純 和 風 の 料 理 旅館 。 夕食 は クエ (アラ ) 
の 会 席料 理 を ご 用 意 日 日 因 
唐津 = 有田 ・ 深 川 製 磁 参考 館 ( 和 皇室 に 納め た 食器 や 国 綿 へ の 贈り 物 な ど 貴 
重 な 品 々 を スタ ッ フ の 案内 付 で 見 学 ) … 陶 山神 社 ( 珍 し い 磁 器 で で きた 鳥居 ) 
2 = 日 本 料理 保 名 (有田 焼 の 器 で いた だ く 恒 食 )= 由 布 院 温泉 ・ 草 庵 秋桜 ( 泊 ) 


詳 辛 寺本 | 許 法 還 半 ※ 


ー キ 


Cu ツー メト 


う + 
環 


過 


AS ヽ 
※ 全 12 室 の 温泉 旅館 。 豪 華 列車 「 な な つ 星 」 を 手がけ た 水戸 岡 鋭 治 氏 トー タ 料理 (イメ ー ジ ) 上 
ル デ ザ イン の 温泉 旅館 。 温 泉 露 天風 呂 付き 客室 を ご 用 意 較 属 了 ノ だ 
。 由布 院 温泉 = 臼杵 石仏 ( 麻 崖 仏 )= 料 亭 山田 屋 ( 星 杵 の ふぐ の ご 昼食 )= 小 倉 [コー ス 番号 83211] 雇 け 
~” (新幹線 の ぞ み 与 原 グ リー ン 車 ) 一 新神戸 一 新 大 阪 (20:00 一 2050 着 ) 剛司 口 客室 (離れ 特別 室 ンー 例 ) 較 は 
2 テテ いい と コ > 2 5 員 ※ 
安心 し て 旅行 に ご 参加 いた だ く た め (に 新型 コ ロナ ウイ ルス 感 菜 予防 に 対す る 取り 組み ー 写 
クラ ブツ ー リ ズム で は 、 お 客 様 お よび 弊社 スタ ッ フ や 地域 の 皆様 に 対し て 、 国 や 自治 体 ・ 各 業界 の 対策 ガイ ドラ イン の 元 、 当 面 の 間 、 感染 症 予防 クラ ブツ ー リ ズム ニュ ー ス タイ ル は 
の た め に 以下 の 基本 対策 を 徹底 し 、 安 心して ご 利用 いた だ ける よう に 取り 組ん で まい り ます 。 す 
クラ ブツ ー リ ズム の 取り 組み ツア ー に 参加 され る お 客 様 へ の お 願い (抜粋) て 
回 ツア ー デ ィ レク ター ( 添 生 員 ) お よび 負 社 スタ ッ フ は 、 栓 温 等 の 体調 管理 を 徹底 し 、 多 ツ アー お 申し 込み 後 、 出 発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 10 日 以内 に 、 発 熱 や 呼吸 困難 、 味 江 ・ 史 覚 異常 等 の 症状 が ある 場合 や 、 海 外 流 イ 
業務 中 は マス ク を 着用 し ます 航 麻 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 の 診断 を 受け た 方 と 濃厚 接触 され た 疑い が ある 場合 は 、 貞 社 に ご 連絡 くだ さい 。 な お 、 出 発 前 の 、 
回 車内 換気 シス テム の ある バス を 利用 し ます (一 部 、 島 し ょ 部 を 除く ) 新型 コロ ナウ イル ス 感染 、 保 健 所 に よる 濃厚 接触 者 指名 を 理由 に お 取り 消し の 場合 、 特 例 と し て 取消 料 を いた だ きま せん 
回 バス 車内 は 毎日 接触 箇所 を 消毒 し ます 2 1 
加 各 業界 の 対策 ガイ ドラ イン を 順守 し て いる 観光 ・ 食 事 ・ 宿 泊 施 設 を 選定 し ます いた だ け ま せん ン 
の 上 ぐる ツアー 中 に 発熱 や 風邪 症状 ( 喉 の 痛み 、 咳 、 僅 感 等 ) 味覚 順 覚 障害 等 が あら われ た 場合 は 、 ツ アー を 離 団 し て いた だ きま す 。 で 
ツア ー 参 加 人 数 を 限定 し 、 人 と 人 と の 太 離 を 考 上 し た バス 座席 へ ご 案内 し ます た 、 特 例 と し て 区 団 期間 の 旅行 代金 を 日 割り に て 後日 払い 戻し いた し ます す 
旅行 特典 が 満載 ei 月 額 550F@82) ri 
NSP い ロー! 5 = @ 国 内 ツア ー キ ャ ン セ ル 料 免除 ※1 
間宮 輝き サフ ラブ ツーリズム PASS 詳し く は WEB で ! | 2 ラウ ツー パス ※ 1 診断 書 の 提出 な ど が 必要 で す 。 詳 し く は WEB を ご 確認 くだ さい 18 


ヒビ 
(IL 泉 


A 。 温泉 の チ な の し 対 し 
に Lc 目 浪 北 昌和 間 出 了 2 
7 人 
ル が え ル わ み 区 園 護 対 わ 
章 才 二名 ながき の 
思 ? 語 な い 
て で 果 る 言 か る 
間 0 温 
あ 本 NMOS 呆 
の 越 た し き 見 奏 の I ブ 
魅 前 り め な 評 な 広 り A4 
82 気 グ 
9889 合 ク 
8< 旧 半 Wz0 ソン 
幸 ッ き * 泊 か 0 一 ン 
空 を 眺め な が ら あ わら の 湯 が 楽し め る 客室 温泉 修 天 風呂 ノ 一 例 和 1 さよ ー ゞ 
里 ジ 沢 室 け 別 美 レレ f 
グラ ン デ ィ ア 芳 泉 和 
別邸 個 止 吹 気 
泉 


直 前 角 の 中 で も 、 王 様 と いわ れる 新 
鮮 な 黄色 タグ 越前 角 の 繊細 で 上 質 
な 甘 き を ご 堪能 くだ さい 。 


写真 の ゆで 蟹 : 刺し 身 は 2 名 様 分 に な り ま す 
クロ コグ 

※ ゆ で 劉 は 2 人 で 一 杯 と な り ます 。 蟹 刺 、 焼 
き 航 、 低 釜飯 は 越前 が に で は あり ませ ん 


2 泊 目 は スイ ー ト ルー ム で 久 朝 食 共 に 寛 ぎの お 部 屋 食 っ 
下 ク ルー ザー 


直 有 が (で を 区 沢 (に 食 お 美食 旅 』 8 8 利用 
1 個 上 史 包 中 化 球 


コー ス 番 号 旅行 代金 8 人 ヒビ 
RG1 G127 P31 (3 名 1 室 お ひと り 欄 250.000 販 山中 温泉 レヒ ヾ 
本 2 名 1 室 ひ と り 10,000 円 増 Ns US DS DA 
約 2200 坪 の 広大 な 敷地 に 客室 わずか 27 室 。 坪 庭 付き の 全 客 室 より 


l 発 日 及 周 央 日 馬 加 6.29H 語 5.19 昌 景勝 地 入 仙 渓 を 一 也 で きま す 。 夕食 は 、 お よそ 50 種 類 の 献立 の 中 か ら お 好み の 
お 料理 を 選べ る 料理 長 自 慢 の セレ クト タイ プ の 届 石 料理 で す 。 


国 2 名 圏 12 名 画 同行 困 同 乗 較 不 可 Kg 肖 奈良 交通 また は 奈良 観光 バス 
新 大 阪 9:00 発 )= 京 都 (10:10 発 )= 聴 琴 亭 ( 錆 江 藩主 ゆか り の 料亭 で 越前 そば の 恒 
食 )= 山 中 座 ( 朋 華 な 話 絵 の 格子 天井 )= 山 中 温泉 ・ 花 紫 ( 泊 ) ※ 夕 食 は お 好き な 料 
理 を 選択 で きる 「 ア ラ カ ルト 民 石 」 を ご 用 意 申 賠 区 
山中 温泉 = 金沢 ・ ひ が し 茶屋 街 = 料 理 旅館 ・ 金 沢 茶屋 (加賀 屋 の お も て な し を 感じ る 和 
っ 食 の 昼食 )= 大 樋 美術 館 (加賀 藩 の 御用 窯 ・ 大 桶 焼 の 作品 鑑賞 と 呈 茶 )= あ わら 温泉 ・ グ 
”ー ラン ディ ア 芳 果 別 度 個 止 吹 気 亭 ( 泊 ) ※ 全 16 室 の 温泉 露天 風呂 付き スイ ー ト ルー 
ム に 和 宿 泊 。 夕 食 は 「 角 三 昧 懐石 ] を お 部 屋 で ご ゆっ くり お 侍 レ し 上 が りく だ さい 


「 ア ラ カ ル ト 懐 石 」 料 理 
あわ ら 温 泉 (ゆっ くり 10:00 出 発 )= 一 筆 啓 上 日 本 一 短い 手紙 の 館 ( 短 い 文 に 込め られ ー 例 (イメ ー ジ ) 
3 た 作品 鑑賞 )… 丸 岡城 (北陸 地方 に 残る 唯一 の 現存 天守 )= シ ンプ リー フレ ンチ 
Tendre (フラ ンス 料理 の 昼食 )= 京 都 (17:30 着 予定 )= 新 大 阪 (18:30 着 予定 ) 較 琶 品 展望 窮 天風 呂 


慎 星 て 0 | 矢野 入 ろ 胃 半 ※ 。 慎 遇 こ 滞 演 和 い さき 震 生 主人 コル ユー ミ さ ご 本 人 きせ ③ テ ー マ 当 の 旭 [dp 眉 


頭 対象 ツア ー は 以下 の ① ま た は ②③ を 満た すこ と が ツア ー の ご 参加 条件 に な り ま す 
① 出 発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 14 日 前 まで に 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス ワク チン 接種 を 2 回 以上 完了 し て いる こと 
@ 出 発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 3 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に よる PCR 検 査 か 抗原 定量 検査 、 ま た は 1 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に よる 抗原 定性 検査 の 結果 が 陰性 で ある こと 
※ 満 12 歳 未満 の お 子 様 は (① ま た は ② を 満た す 同 居 す る 親等 の 監護 者 が 同伴 で あれ ば 、 上 記 ご 参加 条件 に 該当 し な く て も ご 参加 可能 で す ( た だ し 、6 歳 以上 12 歳 未満 の お 子 様 は 、 緊 急 事態 定 
言 や まん 延 防止 等 重点 措置 が 発出 され て いる 場合 に は 、 上 記 ② の ご 参加 条件 を 適用 し ます ) 
※ ワ クチ ン 接 種 を 3 回 以上 完了 し て いる こと が 参加 条件 と な る ツア ー も ご ざい ます 。 そ の 他 条 件 と あわ せ て 弊社 ホー ムペ ー ジ また は 各 旅 行 セ ンタ ー に て 必ず ご 確認 くだ さい 
較 ツア ー 出 発 日 当日 は ひか ② が 確認 で きる 証 音 (ワク チン 接種 済 記録 証 、 ま た は 検査 の 陰性 証明 書 の コピ ー や 写真 デー タ な ど 確 認 が で きる も の ) を 必ず ご 持参 くだ さい 
圏 ツア ー 出 発 日 当日 は 、 ご 参加 者 本 人 確認 の た め 身 分 証明 書 ( 運 転 免許 証 、 健 康 保険 証 等 の 公 的 機関 発行 の 本 人 確認 証明 書 ) を 必ず 持参 くだ さい 
頭 証 渡 を 忘れ た 場合 また は ご 提示 いた だ け な い 場合 は 、 ご 参加 を お 断り させ て いた だ きま す 。 そ の 際 は 、 所 定 の 取消 料 が 発生 し ます の で ご 注意 くだ さい 
回 TD (添乗 員 ) お よび バス 乗務 員 を 除く 現地 事業 者 (宿泊 ・ 観 光 ・ 食 事 ・ 土 産 施設 等 ) は ワク チン 2 回 接種 また は 検査 陰性 を 確約 する も の で は あり ませ ん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 
※ 上 記 は 今後 の 情勢 に より 内 容 を 変更 させ て いた だ く 場 合 が あり ます (2022 年 10 月 7 日 現在 ) 


ロイ ヤル ・ ナビ ダイ ヤル (市 内 通話 料 で ー 和 寺 か ら 3 人 0.35H6 5 の 
p タッ 会 06(6733)4000 ジジ の 6570-088877 計 EE 


2022.12 月 ~ 土 9:15 こ 17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 歌 三重 (電話 を 時) 


stAN 一 ふさ べろ 慎 理 由 ※ 


ュー ス 5 RG124-P31 


本 175,.000 申 


2 名 1 室 ひ と り 10,000 円 増 、1 名 1 室 70,000 円 増 


有 有 川 県 沖 で 漁獲 され 、 加 暫 
か ら 能 登 の 漁港 で 水揚げ さ 
れ た ズワイ 艦 。 漁師 が 品質 に 
自信 を 持て る も る の に だ け に 青 
タグ を 付け た 、 プ ラン ドガ ニ で 
す 。 栄 杖 豊 滞 な 日 本 海 で 育っ 
た 加 能 が ニ は ふっ くら と し た 
歯ごたえ 、 ジ ュー シー な 甘み 
が 極上 の 味わい で す 。 


九谷 焼 ・ 金 和 


金沢 の 伝統 美 を 見 学 


赴 大 風 細 
付き 
和洋 室 


の めい ー に 美人 
山 な の 面 し 業 日 
の が ょ + 旅 し い 明 
を まる 人 た 当 凡 
ど で が に 18 
あつ 計 事 7 目 
弓 心 兆 大 高 閑 1 1IL 
で 落 な 浴 い 静 3 
閣 ち お 場 山 な 0 フ 
れ 着 を に 隠 年 
た く を は 囲 れ 以 | 
新 時 記 じ ま 宿 上 
間 尾 め れ の ンジ ン 
な 本 に 虹 た 落 歴 
魚 季 沈 商科 や ああ 田 
介 折 む 吾 倉 か る 
類 々 夕 尺 温 な ぐふ 
を の 陽 檜 泉 七 タ た 
心 能 を 風 で 尾 景 し 


| 


い 


親 禅 の 宿り 相 樹 開 」 と 平 寺 初 語 寺 誤 


和倉 温泉 | 多田 屋 」 で 味わう 加 邊 


ュー? 番 号 RG125-P31 
ラン クア ッ プ プラ ン : 抱 月 ( 寺 天 風呂 付き 和洋 室 


@isisee) LOD,000 幅 


2 名 1 室 ひ と り 10,000 円 増 、1 名 1 室 70,000 円 増 


基本 プラ ン : 椿 庵 ( 数 寄 屋 造 り 特別 和室 ) 


出発 日 四 芽 44・8・12 日 


国 1 名 較 12 名 画 同 行 國 同 乗 固 不 可 


避 玉 加奈 良 交 通 ま た は 奈良 観光 バス 


新 大 阪 (8:30 発 )= 京 都 (940 発 )= 彦 根 キ ャ ッ ス ルリ ゾー ト & ス パ ( 近 江 邊 鍋 と 湖 国 の 
味覚 弁当 の 昼食 )= 永 平 寺町 永平寺 親 禅 の 宿 柏 樹 開 ( 泊 ) ※ ホ テル 到着 後 、 座 
禅 体 験 に ご 案内 。 夕 食 は 大 本 山 永平寺 の 穫 座 老師 (料理 長 ) 監修 の も と 、 禅 の ここ ろ 
を 活か し た 御膳 スタ イル の 精進 料理 を お 楽し み 


忠 属 多 


永平寺 町 (早朝 4:20 頃 、 ご 希望 の 方 は 大 本 山 永平寺 で 「 朝 の お つと め 」 に ご 案内 
2 10:00 出 発 )= 東 尋 坊 = 片山 津 ( フ ラン ス 料 理 の 昼食 )= 能 美 市 九谷 焼 美術 館 = 和倉 
温泉 ・ 多 田屋 【S】 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 加 能 が に 1 杯 を 含む 会 席料 理 を ご 用 意 


属 | 多 


の ) 


和倉 温泉 = 金沢 (伝統 工芸 「 金 符 貼 り 」 を 体験 )= し い の き と 迎 容 館 (洋食 の 昼食 1 月 SH 出発 は 
~ 金沢 ニュ ー グ ラン ド ホ テル ) = 兼太 園 = 京 都 (18.30 着 予定 )= 新 大 阪 (19:30 着 予定 ) 


禅 に 


劇 属 品 


旅行 開始 後 の 取消 また は 無 連 絡 不 参加 


100% 


※「 バ ス 旅行 」 と は 、 主 要 な 交通 機関 が バス 利 


仙 流 . 旅 行間 始 日 コー ス の 変更 は 取消 と みな され 取消 科 が 
\ り 

行 日 帰り 放 行 」 は [日 帰り 旅行 」 と し て 扱い ます 

と な る 旅行 に な り ます 


※ 航 空 会 社 が ウェ ブサ イト 等 に より 広く 消費 者 向け に 販売 する 航空 券 を 


用 する 、 ま た は 貸切 船舶 を 利 


する 国内 募集 型 企画 旅行 は 、 取 消 


料 が 異な る 場合 が ご ど ざい ます 。 詳し く は お 申し 込み 後に 送付 いた し ます 


パン フレ ッ ト を ご 確認 くだ さい 
〇 旅行 開始 前 の 当社 に よる 旅行 契約 の 解除 及び 払い 戻し 


2023 年 の 旅 続々 発表 催行 決定 多数 。 


お 客 様 の 人 数 が 、 最 少 催 行人 員 に 達し な か っ た と き は 、 旅 行 開始 日 の 14 
日 前 (日 帰り は 4 日 前 ) ま で に 旅行 の 実施 を 取り 止め る 旨 を ご 連絡 し 、 す で 
人 \ い た だ いて いる 旅行 代金 全額 を 払い 戻し て 、 旅 行 契約 を 解除 
し ます 。 

〇 お 客 様 の 責任 

お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つい て 記 
載 内 容 と 異な る も の と 認識 し た と き は 、 旅 行先 で 速やか に 当社 また は 旅行 
サー ビス 提供 者 に その 旨 を 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 

〇 特別 補償 8 

当社 の 責任 が 生じ る か 否 か を 問わ ず 、 当 社 旅行 業 約款 の 特別 補償 規程 
で 定め る と ころ に より 、 お 客 様 が 旅行 参加 中 に 偶然 か つ 急激 な 外来 の 傷 


6) 
永平寺 町 RS 
水平 寺 親 禅 の 宿 柏 樹 職 


親しみ 、 越 前 の お も て な し に 親しみ 、 こ ころ を 癒す 体験 の 宿 。 座禅 や 
本 格 的 な 精進 料理 な ど 、 禅 の 世界 が 体験 で きま す 。 


害 事故 に より 、 そ の 生命 、 身 体 また は 手荷物 の 上 に 被 ら れ た 一 定 の 損害 
に つい て 、 あ ら か じ め 定 め る 額 の 死亡 補償 金 、 後 遺 障害 補償 金 、 入 院 見 
舞 金 、 通 院 見 舞 金 お よび 携行 品 損害 補償 金 を 支払 いま す 。 

〇 旅程 保証 

当社 は 別途 定め る 契約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 、 旅 行 代 金 に 「 規 
定 の 率 を 乗じ た 額 の 変更 補償 金 を 旅行 終了 日 か 530 日 以内 に 支払 いま す 。 
〇 お 客 様 の 個人 情報 の 取扱 に つい て 

お 客 様 か らい た だ く 個人 情報 の 取扱 に つい て は 、 旅 行 お よび 当社 の 各種 
サー ビス に 利用 させ て いた だ きま す 。 詳細 は クラ ブツ ー リ ズム の ホー ム 
ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
https://Www.club-tLcom/ct/information/function/covenant/privacy/ 


添乗 員 同 行 の 旅 WEB で 24 時 間 受 付 中 国語 回 
界 50 カ 国 の ツア ー 販 売 中 


クラ ブッ ツーリズム 海外 | 検索] 閉 半 


器 協 メ 計 


| 
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※ 慎 還 凍 注 短い さき 震 滞 語 一 


> 角 演 


ー 半 訓 六 玩 醒 | 許 法 


wt ーー ペ へろ 革 寺澤 由 ※ 中 星 旅 計 ど 
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の 匹 [dm 
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ささ ご 本 侍 せ テー 


に 
ご 


※ 性 ご 滞 巧 天 い さき 殿堂 特 べ 一 


庫 半 


に 
ピン 


廃藩置県 に と も な い 譲り 受け た 陣屋 で 開業 きれ た 旅館 。 老 分 旅館 の 風格 を 感じ させ る 円 は さ 当時 の も の 。 


西村 屋 


電 後 ・ 山 陰 沖 で 獲れ る 


の な か で も 、 津 居 山 漁港 に 揚 が る | 
高級 プラ ンド ガニ 「 津 居 山 か に 」 | 
を 西村 屋 伝統 の 調理 法 で 調理 し 


た 会 席料 理 を お 楽し み 


冬 の 味覚 


「 松 葉 角 」 


くだ さい 。 


松葉 骸 会 席 
(イメ ー ジ ) 


(て 舌鼓 


厳格 な 加盟 条件 や ルー ル の ある 
「 ル レ ・ エ ・ シ ャ トー」 に 
加盟 され て いる 旅館 で 一 流 の 


お も て な し と 料理 を 堪能 。 


溢 路 島 呈 テル アナ カ ョ 国産 上 らぶ 


中 晴 温泉 | 西村 屋 」 


e@ き sogy の (0.000 


コー ス 番 号 
RG225- P31 


松葉 館 会 務 (⑱ 


湊 路 島 ホテ ルアナ が ガ 


重 の 湯 の さ 館 
な ね ぞ で さや れ ご ご 創 TDD 
ER 2 
際 ら ? 
た り ソ か 泉 め 6 只 
温 当 チ な 庭 0 は 
の KG 0 
いあ い 日 
作る 計 還 大 品 7 
| 思 楽 ! ま 同人 る い ノ 
の IRMN2Na2 | 一 ] 
NG 本 08 に 
漂 > 竹 へ 公 
合 安 う 台 宇 る え 
る 
は 破 居 谷 が Sm 本 
体 年 の 場 連 石 険 
0G 計 6 肖 - 屋 
を 衣 晶 寺 まや その た ビ 
3 二 條 中 析 日 | 
積 園 吉 城 が 本 
み を の 崎 配 旅 


日 本 庭園 を 囲む よう に 皮 置 され た 客室 (一 例 )。 


RELAIS & 
CHATEAUX 


※「 ル レ ・ エ ・ シ ャ トー」 は 1954 年 に フラ ンス で 発足 され た 、 一 
流 の ホテ ル 、 レ スト ラン で 構成 され る 世界 的 な 非 営利 会 員 組 
織 。 日 本 で は わずか 20 店 の ホテ ル や レス トラ ン が 加盟 。 


名 1 室 ひ と り 20.000 円 増 淡路 島 の 南西 端 、 鳴 門 海 峡 を 見 渡す 海辺 の リゾ ー ト ホテ ル 。 全 
12 月 対 則 馬 計 9.15 晶 証 1 日 殖 南 向き の オー シャ ン ビ ュー の 客室 で 、 海 を 眺め な が ら ゆ っ た り と くつ ろ 


ぎの ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


国 2 名 圏 12 名 画 同行 困 同 乗 固 不可 w 到 層 奈 良 交通 また は 奈良 観光 バス 


海峡 大 橋 )=f 


京都 (10:00 発 ) 


ルアナ が ガ 【S】( 泊 ) 
ご 賞味 


新 大 阪 (11:00 発 )= 


ホテ ルオ ー ク ラ 神 戸 (中 国 料 班 et ( 明 石 
宮 ( 国 生み 神話 の 社 )= 詞 うず の 丘 大 鳴 
※16:00 頃 到着 。 南 欧風 オー ベル ジュ 。 夕 食 は 「 


と ら ふ ぐ 会 席 」 を 
貴 屋 因 


慎 許 二 誠 評 ら 届 堪 (LANI 一 ター 汗 許 普 均 1 放 更 


淡路 島 (10:00 出 発 )= 阿 波 十 郎 』 敷 (伝統 芸能 阿波 人 形 浄 瑠 病 の 鑑賞 )/= グ ラ 
>) ンド ニッ コー 淡 忠 ( 決 路 生 すき 焼き 膳 の 昼食 ) = 城崎 温泉 ・ 西 村 屋 本 
( 泊 ) ※16:30 頃 到着 。 城崎 温泉 名 物 「 外 湯 め ぐり 」 や 温泉 街 の 自由 表 楽し み 
了 くだ さい 。 夕 食 は 「 タ グ 付き 松葉 磐 会 席料 理 」 を ご 賞味 "副本 6 イメ ー の 鋼 具 材 は 4 人 前 ) 
写 。 城崎 温泉 (10:00 出 発 )= 出 石 ( 明 治 期 か ら 残る 芝居 小屋 永楽 館 ] 見 学 ) = 丹波 ( 洋 ”※ オ ー シ ャ ン ピ ュ ー と は 、 お 部 屋 (パラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 海 の 景色 が 視界 の か な り の 
真 、 食 の 昼食 )= 新 大 阪 (16:00 着 予定 )= 京 都 (17:00 着 予定 ) 靖 賠 貴 部 分 を 占め て いる 部 屋 で す 
は 
朱 | 国内 募集 型 企画 旅行 ご 旅行 条件 (要約 ) | SN AI 日 前 (日 帰り 旅行 は 11 日 前 ) の 取消 料 を 申し 受け ます 。 
S 申 し 込み いた だ く 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 “に だ さい 。 
て お じみ いた だ く 前 に あす お 読み くだ きい 。 bn てい (4) 放 行 約 は 、 当 福 が 約 の 綿 結 を 承 有 し 、 申 入金 また は 旅 行 代金 全額 を 明 IL ) 
る 条件 、 ご 旅行 案内 (パンフレット) 、 確 定 書面 ( 旅 の し お り ) お よび 当社 旅 受理 し た と き に 成立 する も の と し ます 。「 ク レジ ッ ト カ ー ド ] の 場合 は 、 当 社 が 国内 旅行 取消 日 区 分 国内 旅 | 日 帰り 
行 業 約 款 (募集 型 企画 旅行 契約 の 部 ) に より ます 。 契約 の 締結 を 承諾 する 旨 の 通知 が 到達 し た 時 点 で 成立 し ます 。 (バス 旅行 を 除く ) バス 旅行 | 旅行 
メ 〇 旅行 の お 申し 込み お よび 契約 の 成立 時 期 〇 旅行 代金 に 含ま れる も の 了 和 開始 日 20 日 目 15 日 目 | 20% ーー| 一 
| (1) 当社 は 電話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ 、 イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 に よる 旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 料金 、 宿 泊 料 金 、 食 事 代 、 観 光 入 の 前 日 か ら | 14 日 目 一 11 日 目 20% 20% ー 
さ > 旅行 契約 の 予約 の 申し 込み を 承り ます 。 場 料金 、 添 乗員 同行 コー ス の 必要 経費 等 。 上 記 諸 費用 は お 客 様 の ご 都 起算 し て さ | 10 日 目 一 8 日 目 20% 20% | 20% 
ン (2) 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 身 体 合 に より 、 一 部 利用 され な く て も 払い 戻し は いた し ませ ん 。 か の ぼっ て | 7 日 目 一 2 日 目 30% 
0@ 障害 者 補助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 〇 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解除 ・ 払 い 戻し 旅行 開始 前 日 40% 
す お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の ご 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 日 の 当日 の 集合 時 間 ま で 50% 
ロイ ヤル ・ 公 06 3③3 400 ナビ ダイ ヤル (市 内 通話 料 で OK) 一 般 電話 か ら 3 分 9.35 円 (8.5 円 税別 ) の 市 内 通 
2 ョ 話 料金 で ご 利用 いた だ ける 通話 サー ビス で す 。 
21 2 人 まり の | ニノ 対応 エリ アン 大阪 ・ 拓 庫 ・ 京 滋賀 ・ 奈 良和 
了 = ろ 0570-088877 詰問 可 高 話 


2022.12 


月 - 土 9:15<17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


"ata 送 推 (温泉 露天 風呂 な き 客室 で 寛ぐ 


好き な 時 に 、 好 き な だ け 。 自 分 時 間 で の ん びり と 湯浴み を 楽し ん で 、 絶 景 も 独り 占め する 。 
を 避け て 、 誰 に も 邪魔 され な い 至 福 の プ ライ ベー トス テイ 。 


敬 ③ 悼 司 一 生 ー ミ ささ ささ ロ |」※ 


エ m 
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| | 
B 
d 較 
上 
ー 崎 


| | 客 宝 露天 風呂 か ら は 、 晴 れ た 日 
に は 北ア ルプ ス を 眺め 、 夜 に は 


美ヶ原 温泉 お 中 誰 
松本 市 の 奥 座 敷 。 美ヶ原 温 


泉 。 美ヶ原 高原 の 高台 に 位置 し 、 
大 な 北ア ルプ ス の 峰 々 と 城下 町 松本 
の 大 パノラマ を 一 望 で きる 温泉 宿 。 
信州 な ら で は の 料理 に 知哉 を 打ち な 
が ら 、 美 景 と 温泉 で ゆっ た り と 癒 や 駐 
し の ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


八 マ 
人 (イメージ 


べ 咽 過半 式 田 是 汗 笛 光 


計上 河 ロ 慢 泉 ノビ スタ 冨士 河口 湖 


羽 悪 え 計 流 NH 時 昔 「 選 口 肖 人 叉 XNI」 


ー 洗 撲 寺 醒 | 許 昌 六 還 壮 ※ 叶 具 ご 生生 吐 答 い さき 居 巧 語 へ ルー で 避 可 きせ は せき ③ テ ー ベ 光 の 志 [dm 彰 


営 士 山 と 河口 湖 菩 二 / 
還 の 絶景 が 望め る 南仏 プ ドー 三 = 
ロ ヴ ァ ン ス の DI り が 渡 う ec 
リ ゾー ト ホ テ ル で す 。 ジン < ャ クノ 
ん 
ク 交 

客室 ビュー バ スー 例 ーー 原 
※ 客 室 の 絶景 風呂 は わか し 湯 と な り ま す ーー 和夫 2 アコ 際 
※ 天 候 に より 富士 山 が 見 られ な い 場合 が ど ざい ます 料理 (イメ ー ジ ) ゝ 
和 や 日 ゃ 日 順 
ュー スタ 番号 RG215-P31 TH に 
旅行 代 る 1 名 1 室 2 
を 1 補 お ひと り ) 178.000 70.000F 呆 園 確 
! を 馬 語 29H 略 訓 12.23H 8 器 る 2 1 
国 1 名 団 12 名 玉生 融 同乗 回 不可 | ゝ だ 
ge 再 奈 良 交通 また は 奈良 観光 バス ヽ け 
新 大 阪 ( 7:45 発 )= 京 都 (8:50 発 )= さ くら 亭 豊 龍 閣 (和食 の 恒 いい ま 
、 食 )= 富 士 河口 湖 温 泉 ・ ラ ビス タ 富 士 河上 口 湖 【S】 ( 泊 ) ※16:30 す 
- 着 予定 。 富士 山 と 河口 湖 を 望む 客室 テラ ス よ り 河 口 湖 冬 花 火 CN 。 
を 観賞 。 夕 食 は 洋食 コー ス 料 理 を ご 用 意 し ます 曰 還 攻 て 
富士 河口 湖 温泉 (9:30 出 発 )= 西 湖 (車窓)= 本 栖湖 ( 千 円 札 の 諸 ー『『ー 真 
富士 ) = 精進 湖 ( 子 抱き 富士 )= 甲 府 ( 名 物 ほ うと う の 恒 食 )= 松 は 
) 本 (四柱 神社 な ど 名 所 が そろ う 松本 城下 町 を 各自 散策 )= 美 ヶ | す 
MR 翔 峰 【S】( 泊 ) ※16:00 着 予定 。 上 級 客 室温 泉 十 天 べ 
旧 付 和洋 室 ( 約 70m) を ご 用 意 。 赴 天 風呂 か ら は 季節 毎 様々 ) て 
失わ りす る 介 大 な 北ア ルプ が ご 覧 いた だ け ま す L 
温泉 SE 良 井 宿 (日 本 の 情緒 を 色濃く ぐ 残 人々 の 夜 識 を 彩る 打上 げ 花 火 。 華 豚 な 花火 が 湖 の 上 空 ま 日 間 | 
3 す 答 場 町 を 各自 散策 )= ロ カン ディ ー ナ ミヤ ザワ ( 南 信 州 3 和 大 会 は 天 決行 、 訪 天 順 延 と な り ま す 。 ツァー 出発 前 に 順延 が 決定 し て 久 
ツ の 旬 の 食材 を 済 か し た イタ リア 料理 の 古 食 ) = 京都 (18730 | いる 人 は ツア ー を 中 上 させ て いた だ きま す 本 量 コロ ナウ イル ス 3 
着 予定 )= 新 大 阪 (19:30 着 予定 ) 属 [ 貴 | の 感染 状況 に より 、 イ ベン ト 内 容 が 急 違 変 更 また は 中 止 と な る 場合 が び ざ い ます す 


5 0742(24)1201 2 和 索 。 っ っ 


一 部 コー ス を 除 2022.12 


h ) 


山 


妹 理 高明 基山 し きき め が 訂 忘 疲 , 干 評 玩 


夕食 は 、 岩 手 の 旬 の 食材 を 使用 し た 会 
大 理 を 個室 タ 守 ニ ー ング 【 こ て ご 偽 味 。 
| 周り に 気 飛 ね な く 、 ゆ っ くり と お 食事 
を お 楽し みく だ さい 。 


央 癌 
2 


RE RS | 


※ 前 沢 牛 、 気 仙 沼 ふか ひれ 、 三 陸 産 アワ ビ は 1 日 目 と 
2 日 目 の ど ちら か で 提供 いた し ます 


に nn つなぎ 温泉 和 ぬ 
N 2/ 


湯 守 ホテ ル 大 観 中 


別 虹 う らら ひ 
上級 客 室 「 別 耶 う らら 」 を ご 用 意 。 客室 


に は 温泉 露天 風呂 を 備え 、 源 泉 100% 持 
け 流 し (加水 ・ 加 温 循環 ろ過 な し ) で 奥羽 

連山 と 御所 湖 を 眺め な が ら 名 湯 を お 楽 
し みい た だ け ま す 。 


絶景 を 眺め が な ら 
ゆっ た り 連 泊 


わずか 9 部 屋 の 別邸 うら 
| ら 。 費 沢 な 空間 で 、 ゆ っ た 
り と し た 露天 風呂 に 浸 か 
りな が ら 至 福 の 時 間 を お 
過ごし くだ さい 。 


に 
ピ プ 


中 ※ 


丘 酔 1 導 時 


御所 湖 と 岩手 山 


社 
* 


開 jp 83046-P31 基本 ブラ ン (48m) 


ペ 内 
| s き og 106,(000 円 21mO と り 1000oF 呆 
ン リビン グ 付 き 82ni 
9 # ぉ 83047-P31 デラ ックス 客室 
確 旅行 代 る 隊 

認 Seo の の OUU0 幅 | 半 び UR8 
いい 語詞 

半 名 2-5 日 医 記 5-29 昌 

け 国 2 名 圏 12 名 還 同 行 園 一 部 同乗 (2 日 目 ) 固 不 可 Me 衣 羽後 交通 同等 
ま 新 大 阪 (8:0010:00 発 ) 一 京都 一 〈 新 幹線 の ぞ み 号 中 グ 
す リー ン 車 ) 一 東京 一 (東北 新幹線 ・ 指 定席 〉 一 盛岡 =< ホ テル 


無料 送迎 パス 約 30 分 )= つ な ぎ 温 泉 ・ 湯 守 ホテ ル 大 観 
_ 別邸 うら ら 【S】( 泊 ) ※ 温 泉 露天 風呂 付 客 室 に 連 泊 。 夕 食 
は 個室 ダイ ニン グ に て 前 沢 牛 、 気 仙 沼 ふか ひれ 、 三 陸 産 アワ 
ビ な ど 海 の 幸 を 使っ た 会 席 
つなぎ 温泉 = 宮 》 館 
。 料理 の 昼食 ) =2 月 2 日 、 3 月 29 昌 出発 は 
- 日 、3 月 5 出発 は 時 て が み 館 = も りお 7 
ぎ 温 泉 ・ 湯 守 ホテ ル 大 観 別邸 うら ら 【S】( 之 泊 硬 因 
つなぎ 温泉 (10:30 出 発 ノ チェ ッ ク アウ ト ま で ゆっ くり と ご 滞在 こり 旅 の お 人 
。 くだ きい ) =( ホ テル 無料 送迎 パス ン 約 30 分 )= 剛 一 (東北 MO RS 
新幹線 ・ 指 定席 〉 一 東京 一 (新幹線 の ぞ み 号 中 グリ ー ン 車 ) MLA 人 SOUDIHIICYM 人 SIDE3KSLL ウ : セ 湖 
王 京 都 王 新 大 阪 (18:00 一 19:30 着 ) 同 較 属 議 較 宿泊 施設 で も 洋 在 時 間 が 17 時 間 以 上 (目安 ) 


[コー ス 番 号 83047] リ ビン グ 付 き 82nf デ ラッ クス 客室 / 客 室 一 例 


上 つけ 9 


stANM 一 ふさ べろ 理 由 ※ 


ぅ so 会 06(6733)4000 0570.088877 


2022.12 月 ~ 土 9:15~ こ 17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


バ 
2 く 
り 
の 
] 
ト 


本 福 nN 


ン 


2 


茅 S 下 環 池 妥 べ 5 史 藻 と 


5 円 税別 ) の 市 内 通 


話 サ ービス で す 。 
・ 滋 賀 ・ 奈 良和 


歌 (電話 を 時 <) 


ナ エ テテ さ 上 ノ 
朝里 川 温 泉 お た る 実 楽園 
約 8.000 坪 も の 日 本 庭園 に 半 ま れ た 温 
泉 宿 。 夕食 は 季節 の 食材 と 器 に こだわ っ た 和食 会 
席料 理 を ご 用 意 し ます 。 


料理 (イメ ー ジ ) 


ュー 番号 83017-P31 
essos) 16U.000 円 10.000 申 
| 温泉 臨 天風 呂 付 客室 | 


お ひと り 様 20.000 円 増 
※ ど 希望 の 方 は ご 予約 時 に お 申し 出 く だ さい 


es 齋 加 19 馬 記 9.15 晶 
E 表 ⑲.26.29 日 罰 罰 2-13-16 晶 
※ 〇 印 は 20.000 円 増 


国 2 名 圏 12 名 画 一 部 同行 (1 日 目 新 千 歳 て 3 日 目 新 和 干 歳 ま で ) 
國 同 乗 回 不可 【w 緒 記 札 幌 観光 バス 

伊丹 (8:30 一 11:30 発 ) サ 新 千歳 = 札幌 時 計 台 や テレ ビ 塔 な 
と 車窓 観光 = 札幌 場外 市 場 ( 海 の 幸 が 並ぶ 活気 ある 市 電 
を 見 学 ・ 買 い 物 )= 朝 里川 温泉 ・ お た る 宏 楽 園 ( 泊 ) 日 曲 狗 
朝里 川 温泉 (10:00 出 発 ) = 小樽 (運河 の 街 を 自由 散策 )… 
小樽 ・ 福 鮨 (ホッ ケ や ニシ ン な ど 北 海道 な ら で は の ネタ を 楽し 
2 め る 握り 寿司 の 昼食 )= 千 歳 ワ イナ リー( 見 学 ・ 買 い 物 ) = 登 
別 地獄 谷 ( 湯 けむ り が 立ち 上 る 登別 温泉 の 最大 源泉 
別 温泉 ・ 滝 乃家 ( 泊 ) 回 央 北 2 
登別 温泉 = ウツ ボボ ポイ (アイヌ 民族 の 暮らし や 歴史 を 体感 )= ホ 
テル ニドム (昼食)= 新 千 蔵 伊丹 (16:00 一 19:00 着 ) 劇 属 
※ 当 コー ス は ロイ ヤル ・ グ ラン ステ ー ジ 他 拠点 と の 共同 催行 に な り ま す 


温泉 


赴 大 風呂 付き 


宏 楽 園 の 温泉 は 自家 源泉 の 「 美 肌 の 湯 」。 通常 より も アル 
カリ 性 の 高い 泉 質 が 特徴 で す 。 館内 に は 大 小 2 つ の 露天 
風呂 や 、 フ ィ ン ラ ンド 式 の サウ ナ も 完備 し て いま す 。 


路 天 風呂 


割 藻 料亭 と し て 創業 し た 老 分 旅館 で 、 自 江 
の 名 湯 を ご 堪能 くだ さい 。 夕食 は 旬 の 食材 や 地 


産 の 滋味 で 彩 られ た 石 料理 を 。 


客室 露天 風呂 か ら 
| は 雄大 な 北信 五岳 
の パノラマ 景色 を 
お 楽し みく だ さい 。 


座 千 


0 の ーー 【 を 見 渡せ る 旅館 。 


2 名 1 室 ひと り 15,000 円 増 、 


(8 を 1 富 50 と 4 155.000 中 1 名 1 室 90.000 円 増 
出先 日 自主 23 日 記 5.23 日 攻 5.13 日 


団 1 名 固 12 名 園 同行 較 一 部 同乗 (2・3 日 目 ) 固 不可 < 計 衣 西部 観光 同等 
新 大 阪 (10:18 発 ) 一 京都 王 〈 新 幹線 ひか り 号 中 グ リー ン 車 ) 
デ 名 古屋 王 〈 特 急 し な の ・ 指 定席 〉 一 塩尻 = 別所 温泉 ・ 玉 屋 
旅館 ( 泊 ) ※16:00 着 予定 。 ご 希望 の 方 は ホテ ル 到 着 前 に 
無言 館 に ご 案内 。 夕 食 は 会 席料 理 を ご 用 意 昨日 
別所 温泉 (9: 30 出 発 )・ ・ 元 ・ 了 館 王 人 が ご 楽 内 する 「 別 所 さ 
ん ぼ ぽ 」 (国宝 ・ 安 楽 寺 や 北向 観音 な ど )= ラ ピス ・ ラ ズリ (フラ 


ら ンス 料理 の 昼食 )= 善 光 寺 (信州 を 代表 する 名 利 を 公認 案内 
- 人 同行 で ご 和 案内)= 湯 田中 温泉 ・ あ ぶら や 燈 千 ( 泊 ) 


※16:00 到 着 予定 。 温 泉 露天 風呂 付 客室 に て 名 湯 を 楽し み 、 
信州 伝統 野菜 を 使っ た 会 席料 理 を ご 賞味 くだ さい 剛司 区 
湯田 中 温泉 (900 出 発 )= 小 布施 (葛飾 北 斉 ゆか り の 地 を 自 
。 由 散 策 )= ホ テル ブエナ ビス タ (中 国 料理 の 昼食 )= 塩 尻 一 
(特急 し な の ・ 指 定席 ) 一 名 古屋 一 新幹線 ひか り 号 グ リー 
ン 車 ) 一 京都 一 新 大 阪 (17:27 着 ) 較 属 口 


いり クラ ブツ ー リ ズム 
LINE 公 式 ア カウ ント 


テラ スラ ウン ジ 「 季 」 
専用 ラウ ンジ で は アル コー ル 
や お つま み の 提 供 も ご ざい ます 
(16:30 ^ 19:30) 


玉屋 旅館 | 


3 種類 の 湯船 を 備え た 源泉 か け 流 
し 100% の 温泉 や 信州 の 厳選 し た 食 
材 を 使っ た 会 席料 理 も 楽し み で す 。 


料理 (イメ ー ジ ) 


居 和 敗 の 鎌倉 、 別所 
ガイ ド 同 行 で 設 策 , 


信州 最 古 の 温泉 地 と いわ 
れる 別所 温泉 は 、 国 宝 や 重 
要 文 化 財 な ど 多 く の 歴 史 
的 建造 物 が あり ます 。 


テ ユ は 下 呆 殿 騰 


話 が 聞き と りや 
すい ガイ ディ ング  ※ 同 行 ガイ ド は 齋藤 善 癌 さん 
レシ ー バ パー 付 と は 違う 場合 が あり ます 
lm 表 | 7 
| シェ ア し よう 。 旅先 で 撮っ た 写真 に 
「# ク ラ ツ ー」| を つけ て 投稿 し て くだ さ 


四 ロ ES 


旅 で 出会っ た 感動 を イン スタ グラ ム で : クラ ブッ ー 
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MM 
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王 浴 っ ょ ビ 河 
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十 田 蘭 
Sn 
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で O'9y | 梁 上 
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23 
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SS 


ッ > 
iv! 
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選 党 デー 


ーー 
ll 
ー 洗 撲 寺 本 | 許 昌 入 ン 還 半 ※ 叶 具 ご 生生 税 いき 震 巧 語 へ ルー で 避 本 きせ は ③ テ ー ベ ' 光 の 豆 [dm 彰 


の 
名 
湯 
を 
満 
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リズ ム 公 式 ア カウ ント 


ぃ ui@club_tourism 


ご (ご 如 メン 


敬 ③ 憶 同一 生 ー ミ ささ ユ ロロ 」※ 


mt 玉 へ み 慎 互 湯 由 ※。 叶 星 式 誠 は と 負 載 (AN 一 々 選 
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2022.12 


道後 温泉 の 源泉 掛 


敬 ③ 憶 同一 生 ー ミ ささ ささ ロ 」※ 


ュー ス 欠 5 RG248-P31 


(③ 名 1 室 お ひど り 粒 ) 200.000 ペン 210.000 申 
2 名 1 室 ひ と り 30.000 円 増 、1 名 1 室 60.000 円 増 
中 発 日 証 記 職 日 革 知 14 日 
印 は 200.000 円 、 
| 3 月 【) 本 引 SH 者 は 210.000 
国名 回 12 名 国生 下村 良 交通 また は 奈良 観光 パ ス 


天王 寺 (8:20 発 )= 新 大 阪 (9:00 発 )= 淡 路 島 また は 鳴門 ( フ 
> 理 の 昼食 )= こ と ひら 温泉 ・ 御 宿 敷島 館 ( 泊 ) ※ 金 
刀 比 維 宮 の お 膝元 表参道 沿い に 侍 む お 宿 曰 屋 暫 


^ 像 ) = 四万十 いや し の 湯 温泉 ・ 由 万 二 の 宿 【A】( 泊 ) ※17:00 頃 の 
到着 。 四 万 十川 河口 の な だ ら か な 丘 に 人 な 隠れ 温泉 宿 圏 還 較 


四万十 いや し の 湯 温 泉 = 四万十 川 (て 清流 を 屋形 船 で 舟 く だ り ) = 
3 宇和 島 ( 名 物 鯛めし の 昼食 ) = 道後 温泉 ・ 八 千代 ( 泊 ) ※15:00 頃 
の 到着 。 露 天風 呂 付 客室 に て ご ゆっ くり お 過ごし くだ さい 剛司 較 
道後 温泉 (ゆっ くり 10:00 出 発 まで 道後 温泉 街 の 散策 を お 楽 
,。 し みく だ さい )=( し まな み 海 道 〉= 亀 老 山 展望 公園 (し まな み 
- 随 一 の 展望 スポ ッ ト ) = 尾道 (洋食 ラン チ )= 新 大 阪 (19:00 着 
予定 )= 天 王寺 (19:40 着 予定 ) 剛司 曰 


四 力 。 1 


で 伴 み ます 。 全 19 節 の 客室 は すべ て 温 
泉 路 天 風呂 を 備え た スイ ー ト 仕様 で す 。 


拓 寺 画 | 壮 曲 っ 陣 財 ※ 革 具 ご 半生 政和 い さき 埋 党 本 ルー モ さ Gs 可 人 き 半 テー マ 沼 の dm 彰 


客室 は 約 80 平 米 以上 の 広々 と し た 
スイ ー ト 仕様 で 、 露 天風 呂 付き 。 道 
後 温泉 な ら で は の な め ら か な お 湯 
を 敬 沢 に お 楽し みく だ さい 。 


普 


ヽ 
プ 


客室 温泉 露天 風 呂 一 例 


コー ス 1 泊 目 プス タン ダー ド ツ イン 
ぁ RGZ56-P31 [露天 風呂 付 ] (39m) 
weg あ SS.000 円 1 名 1 室 90.000 円 増 

コー ス 1 泊 目 ノラ ンク アッ プ ツ イン  『 

ゅ sy RG2 ら 7-P31 症 う 5 全便 7] 対 


国 1 名 回 同 行 困 同 乗 不 可 gs 避 奈 良 交 通 また は 奈良 観光 バス 


昼食 )= 輌 の 浦 温泉 ・ 洒 邸 遠 音 近 音 ( 泊 ) ※ ご 希望 の 方 


輌 の 浦 温泉 =( し まな み 海 道 〉= 生 口 島 耕三 寺 博 物 館 ( 広 
き 約 5.000m の 大 理 石 庭園 )= 亀 老 山 展望 公園 (し まな み 随 
2 一 の 展望 スポ ッ ト ) = 道後 温泉 ・ 別 落 肛 月 夜 【S】( 泊 ) 
※15:30 頃 の お 和 宿 入り 。 全 室温 泉 露天 風呂 付 。 時 代 を 超越 し 
て 愛さ れる 道後 温泉 で 至福 の ひと と き を 属 多 
道後 温泉 (11:00 の 出発 まで フリ ー タ イム ) = 西 祖谷 (そば を 
3 含む 昼食 )= か ずら 橋 ( 重 要 有 形 民俗 文化 財 )= 新 大 
(19:00 着 予定 )= 天 王寺 (19:40 着 予定 ) 畔 属 品 


wtAN 玉 べろ 鞍 澤 由 ※ 中 星 華 記 計 ど NVYー 珍 れ ーー 


料理 (イメ ー ジ 


> sz 会 06(6733)400 


2022.12 月 ~ 土 9:15~ こ 17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


0 ee 別邸 騰 月 夜 当 
道後 温泉 の 街中 に 潤 酒 な 姿 放 K / 連 is M 


し 0 二 M 
け 流し の 赴 天 風呂 2 美人 の 湯 と し て 名 高い 道後 温泉 の 湯 を 全 客 


を 客室 で 楽し め る 目 こう ] 衣 選 時 で 楽し め る 温泉 宿 。 夕 朝食 と も に 
乾 沢 な 時 間 。 、。 sp 計 旅館 の 風情 を 感じ る お 部 屋 食 が 汐 力 で す 。 


と と ひら 温泉 展 公 


1n) 御宿 敷島 館 時 
害 


か つて 国 の 登録 有形 文化 財 に 
ー ーー 指定 きれ た 老 仙 旅館 「 表 鳥 館 」 の 
こと ひら 温泉 = 祖谷 渓 (日 本 三 大 奇 橋 ・ か ずら 橋 ) = 土佐 料理 司 ( 氏 
間 のか き な ど 導 理 の 呈 人 ご (人 1 の と 坂本 六 馬 外観 を 再現 し た 湯 宿 で す 。 川 」 の 河口 に 伴 み 、 こ 


中 くだ り 


SS 


旅行 代金 2 名 1 室 ひ と り 10.000 円 増 、 、 

(31 儲 ね 0 ど 衣 ) 198,.000 幅 1 名 1 室 90.000 幅 増 境 音 近 音 
12 有 5 本 千本 華 べ ん が 
ら の 門 を 構え る 湯 宿 。 


は 地元 ガイ ド と 共に 輌 の 浦 町 並み 散策 へ ご 案内 口 鳳 誠に 癒さ れる ひと 時 を 
お 過ごし くだ さい 。 
7 


こち よい 木 の 香 り が 党 
う 全 30 室 の お 宿 。 


直人 生計 スタ ンタ ー ド ツイ ンジ ー 例 】 


mL K | [コー ス 番 号 RG25GJ 


N b 
穏やか な 瀬戸 内 の 絶 


吉 6 閣 ま た は 眼 錠 全 17 室 の 客室 は 露天 景 を 眺め な が ら ラジ 
天王 寺 (9:00 発 )= 新 大 阪 (9:40 発 )= 廊 敷 (プラ ンス 料理 の 還 品 付き で 、 小 の 音 ウム 湯 泉 を ね ※ し み 。 


ー Es 
JULillll 川 > gg 


ナビ ダイ ヤル (市 内 通話 料 で OK) 


= 0570-088877 


~ 較 ク ルー ザー 
"] 利用 


謝 早 諾 下士 還 吾 羽 笛 混 受 と yr 


5 


ざす 


一 般 電話 か 5 円 (8.5 円 税別 ) の 市 内 通 
主人 で と 利用 いた だ ける 通話 サー ビス で す 。 


対 
歌 


応 エリ ア / 大 阪 ・ 兵 庫 ・ 京 都 ・ 滋 賀 ・ 奈 良 ・ 和 
山 ・ 三 重 (携帯 電話 ・ 衛 電話 を 除く ) 


の 


クン ジテ 


下関 の 周防 湾 に 面 し 、 行 き 
交 う 船舶 や 海 景色 を 眺め ら 
れる 客室 展望 路 天 風呂 

※ オ ー シ ャ ン ピ ュ ー と は 、 お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 の 景色 が 視界 
の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 で す 


ューxW 83194-P31 “ 


(8 1 守 お 0 と 0 190.000 四 6 200.000 四 


2 名 1 室 ひ と り 10.000 円 増 、1 名 1 室 50.000 円 増 


を eH 形 得 回 騙 23H 外 同 1 日 回 員 ⑦-⑭ 日 
9000000 還 2000090 上 
国 1 名 圏 10 名 画 同 行 國 同 乗 男 不可 編 衣 防 長 交通 同等 
新 大 阪 (10:2011:10 発 ) 王 新神戸 王 〈 新 幹線 の ぞ み 号 約 グ 
リー ン 車 ) 一 新山 口 = 瑠璃 光 寺 ( 国 宝 の 贅 重 塔 )= 常 栄 寺 寺 舟 
| 庭 ( 画 僧 ・ 雪 舟 が 築 庭 し た 庭園 )= 湯 田 温泉 * 証 稀 庵 ( 泊 ) 
※15: 30 頃 の 到着 予定 。 約 3000 坪 の 敷地 に 全 16 室 の 隠 れ 和 宿 。 
全 室 露天 風呂 付き 客室 で ゆっ くり お 過ごし くだ さい 日 日 
に で 人 光 
= 萩 ・ 日 本 料理 店 (和食 の 昼食 )= 青 海 島 
下関 温泉 ・ 風 
疹 賠 


湯田 温泉 = 萩 城下 町 (世界 遺産 の 街並み を 人 力 車 ! 


車 


約 15 分 ※1) 
船 


還 
船 (… 海 上 の 大 自然 を 遊覧 船 で ご 堪能 )= 
の 海 ( 泊 ) ※16:30 着 予 
下関 温泉 = 火 の 山 公園 展望 台 ( 関 門 海峡 を 一 望 )= 門 司 港 
。 レト ロ ( 港 情緒 感じ る レト ロ な 街並み ) = 日 和 庵 ( 和 了 欧風 創作 
料理 の ご 昼食 )= 新 山口 ー〈 新 幹線 の ぞ み 号 訴 グリ ー ン 車 ) 一 

新神戸 王 新 大 阪 (17:30 一 19:00 着 ) 較 悦 昨 
※1:12 月 6 日 出発 は 、 人 力 車 観光 を 門司 港 レ トロ に て ご 案内 し ます 


雲仙 に 侍 む 大 人 の リゾ ー ト ホテ ル 。 地獄 谷 向 き で 温泉 半 
第 天風 呂 の バス ルー ム と テラ ス が つい た 和洋 室 で 、 上 質感 
や ゆっ た り と し た 時 の 流れ を 感じ て お 過ごし くだ さい 。 


ンー へ 


アー 


福泉 


@ 巡 sy の 16.(000 由 - 228.000 


| 膨 佑 回 日 丁 語 区 日 1 名 ! 室 50000P 中 
無印 は 218.000 円 、 
久 請 6.27 日 攻 明 ⑯⑮ 日 O 印 は 22g.ooo 四 


国 1 名 圏 8 名 画 同 行 藻 同乗 固 不 可 gg 昭 和 バ ス 同 等 
新 大 阪 (8:00-9:00 発 ) 一 新神戸 一 〈 新 幹線 みず ほ 号 ・ 指 定 
席 〉 王 熊本 = 熊本 城 (天守 開 の 完全 復旧 が 完了 し た 熊本 城 

| を 見 学 )= 天 草 松島 温泉 天空 の 船 ( 泊 ) ※ 客 室 す べ て に 監 
天風 呂 を 備え る 絶景 リゾ ー ト ホテ ル 。 夕食 は 有機 野菜 で 創る 
イタ リア ン を ご 用 意 曰 日 較 
天草 松島 温泉 = 天草 (へ 1 年 を 通し て 出会う こと が 出来 る 天草 
に 生息 する 野生 の バン ドウ イル カウ ォ ッ チン グ ) = 蛇の目 寿司 

2 (寿司 の 昼食 )= 鬼 池 港 ( フ ェ リ ー)~ ロ 之 津 港 = 雲仙 温泉 ・M 
t.Resort 雲仙 九州 ホテ ル ( 泊 ) ※ 温 泉 半 露 天風 呂 と テラ ス が 

つい だ 和津 委 を ご 用 意 。 夕食 は 欧風 料理 を ご 用 意 

1 NIS プ ウ ェ イ で 天空 の 特等 席 へ ) 

= 割烹 北 御門 (創業 明治 16 年 老舗 う 

和 り 人 欠 (I6560H70 較 属 品 


条件 : 画 (ツア ー デ ィ レ クタ ー/ 泊 
交通 一 (バス) ー (JR) * (JR 以外 の 私 鉄 ) 


Mt. Resort 雲仙 九州 ホテ ル 


ー | 全 室 地獄 谷 向 き で 、 温 泉 
422 ー ム 


添乗 員 ) 国 (最少 受付 人 員 ) 較 (最少 催行 人 員 ) 固 
(トロ ッ コ 電 車 ) 一 


w 
の 


目 
ーー ペッ 


下関 、 人 室 オ ー 錠 
シャ ン ビ ュー、 温 泉 展 望 風呂 付 の 安 ら 一 』 


ぎの お 宿 。 ふぐ を は じ め と する 山口 県 ニー ウー 
pp 


革 四 画 暗 瑞 


の 新鮮 な 魚 を 中 心 と し た 和洋 折 裏 の 
食事 も 楽し み の ひ と つ で す 。 


/ 4 1 所 


歴史 を 誇る 湯田 温泉 の 美 
肌 の 湯 を 客室 の 温泉 露 
大 風呂 で も 楽し め ま す 。 


を 人 ln Ln 


古稀 庵 《 の > 


賑やか な 温泉 街 に あり な が ら 、 庭 木 に 囲ま れ た 
和 モ ダン の 和 客室 に は 開放 感 あ ふれ る 露天 風呂 と テ 
ラス が ある 山 闇 の よう な 造り 。 至福 の 隠れ 家 で 過 
ご す ひ と と き は 心地 よい 静 疲 に 包ま れ ま す 。 


購 大 話 普 理 さ へ ぎ 選 民 司 さと 杏 < 


> 日 押 
Mi 呆 


抽 党 デー 
ご (で G 各 パン 


NM 
当 


デ 


男 汗 


仙 遇 電 


( 


l 


客 外 
室 大 


か 


客室 の 広々 と し た テラ ス 
に は 絶景 の 多 島 海 ・ 松 島 
を 望む 露天 風呂 付き 。 


四 
露天 風呂 
| テラ ス 付 客 室 / 


| 


時 レー 
客室 は テラ ス と 天然 温泉 の 露天 風呂 が 人 
いた 全 15 室 。 地元 素材 を ふん だ ん に 使っ た 
天草 イタ リア ン で 心 癒 や され る ひと と き を 
お 過ごし くだ さい 。 


) 還 軒 


に 


| 悦 H 洒 」 旧 


Ne- 
し 4 
し 4 

ーー デー 


に 
価 
引 
山 
正 
FLI 
リ 
| 
ト 
ホホ 
ウ 


いと 
Ni 
stAN 一 ふろ 忌 由 ※ 


「 ミ Ni 


固 (1 名 参加 の お 客 様 の 相 部 屋 ) 困 (バス ガイ ド の 有無 ) (利用 バス 会 社 ) 


(ケー ブル カー) (ロー プ ウ ェ イ また は リフ ト ) ^ (水上 交通 ) (航空機 ) 


… (徒歩 また は 自由 行動 ) 


食事 : 本 (朝食 ) 局 (昼食 ) 狗 (② 食 ) 囲 ( 弁 


当 ) 陣 (夜食 ) 圏 (軽食 ) 計 (部 屋 食 ) 貴 (な し ) その 他 (お 客 様 撮影 写真 ) 


利 
用 
AN 
福 
覧 
は 
り 
社 
ム 
ペ 
| 
で 


E 必 


引 衝 て 計 記 5 


26 
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mm ワイ ン リソー ト で 覚 く クリ スマ ス 」 
生 旦 リ ソ 


夕食 は 異な る レス トラ ン に 1 日 ずつ ご 案内 
「OTTO SETTE ブ イタリア 料理 」 


「YYgril/ 和 洋 ビ ュ ッ フェ 」 ワイ ン の 学校 
山梨. 長野 の グラ ス ぁ ワ ィ ン に まっ 記 
2 才 か りや すく お 人 5 
利 ※ ツ アー 中 1 回 いた し ます 
用 
者 は 32 記 目 | 2 つの リー ガロ イヤ ル ホ テル KC と 案内 | 
= 証 較 表 | 春 由 楼 | で 食す ふく と 3 
ク 。 
還 g2 る 錯 江 ' 瀬 内 の 年 末年 始 美食 旅 
社 。 こ こ 
ホ 上 | 春山 楼 US 
1 ふく 特別 会 庫 を お 楽 
所 
上 
9 グ 
で 
確 上 
認 
い 2 
旅行 代金 (1 名 儲 お ひど 長 ) 出 発 日 ryTTTTTrgTB 
中 198.000 折 12 月 |31 症 ふぐ 香草 焼き ふぐ 白子 添え 


す 国 1 名 一 同行 困 同 乗 固 不 可 ME 中国 バス 同等 ふぐ 唐 揚げ あと ら ふ ぐち り 鍋 な ど 
新 大 阪 (ゆっ くり 11:0012:00 発 ) 一 新神戸 一 (新幹線 の ぞ み 号 線 グ リー ン 車 ) 
広島 = 広島 ( 牡 問 フラ イ や 焼き 牡 次 な どの 牡 嗣 づく し の 早め の 夕食 )= 宮 島 
ロー 厳島 神社 (参拝 プ 大 四 日 の 神事 [鎮火 祭 ] を 見 物 ) へ 宮島 口 = 広島 . リ ー が 
ロイ ヤル ホテ ル 広 島 【A】 ( 泊 ) 曰 日 剛 


トー 


オノ ナー レ 八 ヶ 首 連 車 泊 (8 居 


小淵沢 
星野 リゾ ー ト 
リ ゾ ナ ー レ 八 ヶ 后 還 194. 000 申 


ワイ ン の 産地 で 名 高い 山梨 : 長 jm 
野 の 県 境 に 位置 する リゾ ー ト ホ 
テル 。 クリ スマ ス に は 12.000 本 の 
ワイ ン ボ トル ツリ ー が 輝 きま す 。 


KOMA NO TABIBITO 


独楽 の 旅人 


様 満足 度 年 
2022 年 3 月 の ご 参加 者 対象 お 客 欄 
アン ケー ト よ り 。 5 段階 評価 中 | 満 
足 ] 「 ほ ぼ 満 足 ] の 占め る 割合 

(有効 回 答 数 23.869 枚 ) 


松本 市 美術 館 


@ 章 間 生 生 《 幻 の 華 ) 2002 年 


コー メ 番号 G3293- 31 


出発 日 良知 8 陣 日 


国 1 名 圏 10 名 画 同 行 茹 同乗 回 不可 gg 司 ア ルビ コ 交 通 同 等 
新 大 阪 (10:0011:00 発 ) 一 京都 王 (新幹線 の ぞ み 号 中 グ リー ン 
車 ) デ 名 古屋 (特急 ワイ ド ビ ュ ー し な の ・ 指 定席 ) 塩尻 = 小 湯 
沢 "星野 リゾ ー ト リゾ ナー レ 八 ヶ 質 【A】 ( 泊 ) ※ ホ テル 到着 後 、 
ワイ ン の 楽し み 方 を 学ぶ 「 ワ イン の 学校 」 を 開催 。 夕食 は [OTTO 
SETTE (オッ ト セ ッ テ ) ノイ タリ ア 料 理 」 [YYgri 山 和洋 ビュ ッ 
フェ 」 の 異な る レス トラ ン に 1 日 ずつ ご 案内 致し ます 日 日 因 
小淵沢 = 松本 市 美術 館 ( 卿 土 め ゆか り の 芸術 家 の 作品 、 山 岳 
や 音楽 を テー マ に し た 作品 な ど を 収蔵 )= 松 本 ホテ ル 花 月 


= 


2 (和食 の 昼食 )= 小 湯沢" 星野 リゾ ー ト リゾ ナー レ 人 ハ ヶ 岳 【A】 
( 連 泊 ) ※14:30 頃 ホテ ル 到 着 。 クリ スマ スム ー ド 溢れ る ピー 
マン 通り や 八 ヶ 哲 ワイ ン ハ ウス で お 楽し みく だ さい 
小淵沢 = 河口 湖 音楽 と 森 の 美術 館 = 富士 ビュ ー ホ テル ( フ 

3 ラン ス 料 理 の 昼食 )= 新 富士 一 〈 新 幹線 こだま 呈 史 グ リー ン 
車 ) 京 都 新 大 阪 (17:40 一 19:00 着 ) 負 属 曰 


(1.2 日 目 ) 
1 名 1 室 利用 駅 [ 


人 較 


3 観光 列 : 軸 
2 | 


輪島塗 や 加賀 友禅 を デ 


ューz# ヶ 83289- P31 


ザイ ン に 取り 入れ 、 北 二 科 時 
陸 の 伝統 工芸 を 感じ 、 2 
旅行 代金 (名 1 守る ひと 0 棚 ) 出発 日 油 で る メ ー ン ) 
189.000 円 男 届 男 23H 還 還 18H 


国 1 名 圏 10 名 画 同行 國 一 部 同乗 (1・2 日 目 ) 固 不可 gg 紀 記 北陸 鉄道 同等 


2 京都 一 (特急 サン ダー バー ド * 指 定席 ) 一 金沢 = ひがし 
屋 街 = 花嫁 の れん 館 ( 婚 礼 の 風習 の ひと つ ・ 花 嫁 の れん を 見 学 )= 和 倉 温泉 白鷺 の 湯 
能 佑 海 ( 泊 ) ※ 七 尾 湾 を 望む 温泉 起 天 風呂 付き の 客室 で お 寛ぎ くだ さい 中 曰 狗 


に 8 前 


広島 (900 出 発 )= 岩 国 ( 日 本 三 名 橋 「 錦 帯 橋 」 プ 郷土 料理 「 岩 国 寿司 」 の 昼 
2 食 )= 瑠 璃 光 寺 (国宝 の 五重塔 )= 小 倉 サ ツー が ガロ イヤ ル ホ テル 小倉 ( 泊 ) 
※ 年 始 を 彩る 特別 和 懐 石 の 夕食 を お 楽し みく だ さい 國 央 
小倉 (9:00 出 発 )= 門 司 ( 重 要 文 化 財 . 旧 門司 三井 倶楽部 な ど )= 春 帆 楼 下 
本 店 (歴史 ある 迎 軟 館 で 、 ふ く 特 別 会 席 に 舌鼓 )= 新 山口 ー〈 新 幹線 の ぞ み 
中 グリ ー ン 車 ) 一 新 神戸 一 新 大 阪 (17:00 一 19:00 着 ) 開 悦 日 
※「 鎖 火祭 ] は 新型 コロ ナウ イル ス 等 の 影響 で 急速 中 上 縮小 規模 で の 開催 と な る 場合 が あり ます 。※ 服 島 神 社 は 社 典 
大 鳥居 の 工事 の た め 足 場 が 組ま れ て お り 、 一 部 ご 覧 いた だ く こ と が で きま せん 。 (工事 終了 日 は 10 月 7 日 現 在 未定 で す ) 
ロイ ヤル ・ 


zz 人 06(6 733)4000 


月 ~ 土 9:15 こ 17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 


て うら 


則 串 納 | 加 


stANM 一 ふろ 妃 柱 由 ※ 
INS) 


の 


2022.12 


和倉 温泉 = 石川 県 輸 島 漆 芸 美術 館 (輪島 塗 大 型 地球 儀 「 夜 の 地球 ] な どの 漆 芸 作 
品 を 鑑賞 ノ お 箸 の 色付け 体験 )= 割 烹 喜 芳 (天然 輪島 ふぐ を 使っ た 和食 の 昼食 )= 
珠洲 市 (珠洲 の 自然 や 歴史 伝統 文化 を 表現 し た 現代 アー トノ 典 能登 国際 芸術 祭 の 
常設 展示 を 3 カ所 見 学 )= 見 附 島 = 和倉 温泉 白砂 の 湯 能登 海舟 ( 連 泊 ) 災 還 了 
和倉 温泉 (11:30 出 発 。 客 室 は 11:00 ま で ご 利用 いた だ け ま す ) =( タ クシ ー)= 和 倉 温 
泉 一 (観光 列車 「 花 肖 の れん 」・ 指 定席 車内 で は 天保 元 年 (1830 年 ) 創 業 「 大 
友 楼 が 手掛け た 加賀 郷 土 料理 や 旬 の 食材 を 使用 し た お 弁当 の 昼食 〉 一 金沢 
(特急 サン ダー バー ド * 指 定席 ) 一 京都 : 新 大 阪 一 大 阪 (16:30ー17:10 着 ) 義 属 晶 


1NS) 


( ざ ゃ ) 


一 般 電話 か 5 円 (8.5 円 税別 ) の 市 内 通 
と 和 有 ただ り 3 サー ビス で す 。 

86 エリ リア / 大 阪 ・ 兵 庫 ・ 京 都 ・ 滋 賀 ・ 奈 良 ・ 和 
歌 山 ・ 三 重 (携帯 電話 ・ ・ 昌 を <) 


ナビ ダイ ヤル (市 内 通話 料 で OK) 


= 0570-08887 


2022 腕 
Ce 


ス 席 ひと り 2 シ 大 日 は 根津 神社 で お 礼 参 り 
中 H 比 2 公園 に 面 し 、 銀 座 と ゆめ つく D 連 泊 


ザ ・ ペ ニン シュ ラフ 東京 に ゆっ くり 連 泊 
優 鈴 c 過 ご す 大 人 の 年 末年 始 


コー ス 番 号 G3080- P31 


(8 1 室 お ひとり 和 


350.000 ii 


2 名 1 まひ と り 60. 000 円 増 、1 名 1 室 300,000 円 増 
国 1 名 圏 8 名 画 同 行 國 同 乗 回 不可 
ze 日 の 刃 自動 車 同等 境 清 デラ ックス ルー ムー 例 
新 大 阪 (8009:00 発 ) 一 京都 一 (新幹線 の ぞ み 号 路 グリ ー ン 車 ) 一 東京 = 和 会 席 
の 昼食 (2022 年 の お 礼 参り ) = 有楽 町 ・ ザ が ・ ペ ニン シュ ラ 東京 ( 泊 ) ※ タ 


3H 間 


( 連 泊 ) ザ : ペ ニン シュ ラ 東 京 


ホー ムペ ー ジ で は 本 誌 に 掲載 で き な 同国 
か っ た ツア ー も 多数 紹介 し て いま す 。 : 


四季 の 華 年 末年 始 関西 


白川 郷 ・ 兼 六 園 ・ 永 平 寺 


誠 


コー ス 番 号 831098- PS1 


人 岳人 金城 櫻 の 昼食 
北陸 の 冬 景 色 美 HI あ 導 8 3HM 


る 1 室 お ひと り 和 


150) 000 由 ma > 


2 名 1 室 ひ と り 10,000 円 増 、1 名 1 室 30.000 円 増 還 


国 1 名 圏 12 名 画 同 行 藻 同乗 國 不可 了 紀 詩 富 山地 方 鉄道 同等 


大 阪 (940 一 10:50 発 ) 一 新 大 阪 京都 王 〈 特 急 サ ンダ ー バ ー ド ・ 指 定席 〉 一 金沢 
。 王 北 陸 新 幹線 ・ 指 定席 〉 一 新 F( 国 宝 に 指定 され た 前 田家 ゆか り 
” の 寺 )= 富 山 ・ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 富山 【A】 ( 泊 ) ※ 夕 食 は 富 山名 物 ブリ 
や 日 海 老 を 合っ た 和食 全 さ 席 を ご 用 意 日 日 較 


食 は ホテ ル に て ご 用 意 。 年 末 を 彩る 特別 メニ ュー を お 楽し みく だ さい 中 賠 連 

有楽 町 (お 正月 料理 の 朝食 の 後 、 ゆ っ くり 10:00 出 発 )= 東 京 ス カイ ツリ ー + 人 

場 (地上 0 ら 関 東 一 円 の 大 パノラマ を お 楽し みく だ さい ) = 浅間 

上 草 寺 に て 初 語 )= 有 楽 町 ・ ザ が ・ ペ ニン シュ ラ 東 京 ( 連 泊 ) ※1 
有楽 町 (お 正月 料理 の 朝食 の 後 、 ゆ っ くり 11:00 出 発 ) = 横浜 赤 1 

タ まこ 横浜 中 華 街 (中 薄 の 昼食 )= 新 横浜 王 く 新幹線 の ぞ み 号 ラク リー ンー 

京都 二 新 大 阪 (2000ー21:30 着 ) 加計 司 


バス 席 ひ と り 2 シ ) 復路 は 混雑 を 避け て JR 利用 
年 吉 し の 瞬間 TH 総数 8, 000 発 の 夜空 に 咲く 美しい 花火 


ハウ ステ ン ボ ポス 油 。 カ ソン ト ダ ウン 化 火 
rac 1 


こつ 3222-P91 Mc220 か 
(3 名 1 室 お ひと り 和 ) 225.000 由 1 


2 名 1 室 ひと り 10.000 円 増 、1 名 1 室 100.000 円 増 


12 月 |80 還 

国 1 名 男 同 生 較 一 部 同乗 (1 日 目 ) 
固 不可 牙 喜 癌 昭和 バス 同等 に 

新 大 阪 (10:10 一 11:40 発 ) 新神戸 一 〈 新 幹 線 の ぞ み 号 鹿 クリーン 車 ) 一 小倉 
| = 門司 : ロロ = 博多 ・ ホ テル 日 航 福岡 ( 泊 ) ※ ホ テル 内 の レス トラ ン 「 弁 慶 」 
2 や ほし みく だ さい 中 多 
区 AP ホテ ル ヨ ー ロ ッ パ 【S】 ( 泊 ) ※12:00 頃 ハウ ス 
ンー ト で 自由 に お 楽し みく だ さい 。 夜 は 総 打ち 上 げ 数 ・ 約 8.000 発 
0072PUROP の 越し を お 楽し みく だ さい 。 夕食 は 園内 

ある ホテ ル ア ム ステ ルダム の レス トラ ン 「 ア クー ル ベ ー ル 」 に て ビッ フェ を ご 用 意 開 日 

ハウ ステ ン ボ ス …(12: 00 の 出発 まで 園内 を お 楽し みく だ さい )… ハ ウス テン ボ 
) 王 〈 特 急 ハウ ステ ン ボ ス ・ 指 定席 〉 一 博多 一 新幹線 の ぞ み 号 路 グリ ー ン 車 ) 
新神戸 一 新 大 阪 (1720 一 19.30 着 ) 図 園 


(都内 最 の 
定 丘 同 因 


田 』 | 陸 訓 


ホテ ル ア ソ シア 静岡 連 泊 


世界 幅 産 宮上 軸 初 の 出 ク ルース 


雪 吊 り の 名 園 )= 金 城 丁 ( 老 舗 料亭 に て 昼食 )= 白 川 郷 ( 雪 化 


2 粧 の 世界 : 


富山 ・ 02 クラ ウン ワラ リボ ホテ ル 第 4 ( ※17:30 
到着 予定 。 タ 1 に Kou 閣 較 
富山 = 石川 県 九谷 才 ゾ ッ ト を 含む 洋食 コー ス の ご 


3 昼食 )/1) 2 は 開 和 事 SU an( 和 食 の ご 昼食 )= 永 平 寺 ( 曹 洞 守 の 大 本 山 で 初 語 ) 
= 福井 一 (特急 サン ダー バー ド ・ 指 定席 ) 一 京都 : 新 大 阪 一 大 阪 (18:30~1930 着 ) 剛 較 品 


コー ス 2 番号 83202-P31 


1 年 K1 度 の 大 区 る 名 朋 の 信 事 鎮火 祭 と 
| 春 貞 栓 jc 多 す 新春 ふく 会 届 年 木 年 如 3 


旅行 代金 (3 名 1 室 お O と り 様 ) 出 3 


218.000 四 下 還 | 


2 名 1 室 ひ と り 20,000 円 増 、1 名 1 室 70,000 円 増 


国 1 名 同 行 式 同乗 男 不 可 Pe 計 選 広島 バス 同等 上 


新 大 阪 (120013:10 発 ) 一 新神戸 一 新 幹 線 の ぞ み 号 紀 グ リー ン 車 ) 一 広島 = 
D 宮 島 ( 厳 島 神社 参拝 大 用 日 の 神 中 「 針 火祭 」 を 見 物 ) 宮 


島 口 = 広島 1 ダラ ンド プリ ンス ホテ ル 広 鳥 【A】 ( 泊 ) ※20:00 到 着 予定 。 夕 食 は 
20:00 頃 の 遅 め の ご 案内 と な り ま す ※ 洋 食 の 夕食 日 日 区 
広島 = 公園 = 広島 市 内 (和食 の 昼食 ) 衝 国 神社 ( 初 語 )= 広 
島 ・ グ ラン ド プ AKA 連 泊 ) ※ 日 本 料理 の 夕食 靖 属 因 


広島 (8:00 出 し い 木 造 橋 ) = 春 帆 楼 下 関本 店 
3 (ふく 特別 生 の 且 ) 関門 海峡 を 一 望 )= 小 倉 王 く 新 


幹線 の ぞ み 号 グ リー ン 車 ) 一 新神戸 一 新 大 阪 (18:20 一 19:30 着 ) 敵 属 品 


※「 鎮 火祭 ] は 新型 コロ ナウ イル ス 等 の 影響 で 急 避 中 止 縮 小 規 模 で の 開催 と な る 場合 が あり ます 。※ 有 厳島 神社 は 社殿 
大 鳥居 の 工事 の た め 足 場 が 組ま れ て お り 、 一 部 ご 覧 いた だ く こ と が で きま せん 。 (工事 終了 日 は 10 月 7 日 現在 未定 で す ) 


早 士 * 邊 根 で 迎え る お 正月 3mW 


PE ー 還 1 名 還 同 行 困 一 部 同乗 (2・3 晶 目 ) 
ご 答 泊 ホッ レ コー ス 番号 83148-P は 1 回 不可 eS 間 ア ン ビ アバ ス 同 等 
初日 の 出 と 初富 士 を 船上 か ら 眺 め る 絶景 クル ー レト y// 代 3 2 名 1 室 ひ と り 10.000 円 増 、1 名 1 室 30.000 円 増 
ズ に ご 乗船 で 新年 を お 迎え くだ さい ! アソ シア 静岡 esmsoep 7O,U00 由 
ン / 月 2 ぐ 3 名 1 室 は スー ペリ アツ イン (30m) 、 ※ 
]R 静 岡 駅 か ら 徒 歩 約 1 分 の 出発 日 日 1 名 1 室 は コー ナー ダブ ル (21mi) の お 部 屋 を ど 用 意 』 写 
好 ア クセ ス の シテ ィ ホ テル 。 PP アデ ア テー ロコ テー ロア ーー 本 
『 岡 … 静 岡 : ホ テル アソ シア 静岡 ( 泊 ) MS 西麻布 「 ア ルポ ルト 」 の 片 | す 
岡 ーー 選 日 ② N 
静岡 (5:30 出 発 )= 清 水 港 (へ 世界 31 て 
年 の 初日 の 中 観賞 ) = 大 清和 (山代)- イ 
ネ : ラ リッ ク の 作品 鑑賞 プ オ リエ ント 急行 の 豪華 サロ ンカ ー で 洋食 コー スラ ンチ ) = 静岡 * ホ | メ 
テル アソ シア 葬 岡江 ※ 夕 食 は 「 梨 告 」 が 提供 する [中国 料 理 ] に 舌 哉 、 剛 陶 
cc2 証 3 。 静岡 富士 山本 宮 浅間 大 社 ( 初 還 = 富士 ・ 日 本 料理 店 (和食 の 昼食 )= 新 | で 
※ 初 日 の 出 、 富 士 山 は 天 修 に より 見 られ な い 場合 が ど ざ いま す 客室 (スー ベリ アツ イン 一 例 ) 富士 一 新幹線 こだま 号 嘱 グリ ー ン 車 ) 一 京都 一 新 大 阪 (1751 着 ) 還 還 日 す 
事前 確認 の クラ ブツ ー リ ズム で は 、 安 心して ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう 、 ご 旅行 の お 申し 込み 時 に 次 の 内 容 を お 伺い し ます 。 ご 参加 全員 の ⑩ お 名 前 
ご 協力 の お 願い の お 電話 番号 郵便 番号 ・ ご 住所 性 別 生年 月 日 また は 年 齢 ※ お ひと り で の ご 参加 の 場合 は ご 家族 等 の 緊急 時 の 連絡 先 28 


事前 に お 調べ の うえ お 電話 くだ さる と 、 ス ムー ズ に ご 予約 いた だ け ま す 。 ご 協力 を お 願い 申し 上 げ ま す 。 


2022.12 


人情: 新 弄 コ ロナ ウイ ル 
況 に 


宮沢 賢治 $ 愛 し た | 岩手 ・ 花 巻 」 を 訪ね て 
化 佑 温 泉 類 を っ くし た 極み の 宿 佳 松 園 埋 泊 
立 星空 に 舞う スカ イラ ンタ ン 9 則 


花巻 温泉 
に 用 2 


2 3 の テン ボ > 
大 温泉 を 代表 する 名 答 で / の で ュー ション を Ru ます 
地元 企 材 を 全 用 し た 自慢 の 料理 

と 、 し っ と り と 肌 に 染み 込む 美肌 


の 湯 を ご 堪 務 く As 4 
ン 中 


ー < 


械 S 岬 - ま キー ミ さ ミユ さ ざ 机 ※ 


H 


o 二 「dm 天 


へ 当 


] / に 生 
ー 電 1 
旧 」 7 


@ ハ ウス テン ボス C-7456 


ハウ ステ ン ボ ス 上 | 
ハウ ステ ン ボ ス 最上 級 の 公式 ホテ ル 
『 ' ホテ ル ヨ ー ロ ッ パ 
願い を 込め た スカ イラ ンタ ン ( 天 条 ) を 花巻 の 夜空 に 一 斉 


に あげ る 冬 限定 の イベ ント ご ュ コース 番 号 83 の 2 グ 4- P3 1 
※「 は な まき 星 め ぐり の 夜 」 は 会 場 の 積雪 状況 や 、 雨 や 強 と 計 le、」、 
「 ] 1| 
き so 上 100.000 円 


ささ ご 本 人 きせ テー 


= ニー 
ご 


風 な どの 荒天 の 状況 に より は 中 止 に な る 場合 が ご ざい ます 


ーーーー (2 名 1 室 お ひと り 様 ) 
ュー メ 番 9 83031-P31 朋 コー2 呈 9 83032- P31 1 名 1 室 40.000 円 


基本 プラ ン 中 天 風呂 付 客室 プラ 出 3 比 列 16・22 日 
@soe9 160.000 円 (3 名 1 室 お ひと り 欄 ) 200.000 LMS2 lup mmMrodtoElU 症 il 隊 し 522ich。 半 


2 名 1 室 ひと り 10.000 円 増 、 1 名 1 室 60,000 円 増 | 2 名 1 室 ひ と り 10,000 円 増 、 1 名 1 室 60.000 円 増 新 大 阪 (10:1011:40 発 ) 一 新神戸 一 (新幹線 の ぞ み 号 2 ) 王 博多 一 (特急 
12.19H 国 1 名 圏 12 名 画 同 行 困 all 3 日 目 ) , ハウ ステ ン ボ メス ・ 指定 席 )ー ハ ウス テン ボス ・ の 060 ホテ ル ヨ ー ロッ パ 【S】 ( ( 滑 ) 
固 不 可 g 編 司 羽 後 交通 同等 ※ 夜 は 本 ツア ー の お 客 様 限 定 の 光 ル : ツア ー へ ご 案内 。 
泊 ) ※ 花 巻 の 名 旅館 1H 上 の 夕食 は 3.000 円 相当 の クー ポン で 還 内 で 自由 に お 楽 し みく だ さい 日 日 基 
T) イベ MK ハウ ステ ン ボ ス …( 終 日 自由 行動 。 クリ スマ スマ ー ケ ッ ト や ショ ー な ど ハ ウス テン ボ 
9:00 ス 園内 で お 楽し みく だ さい 。 夜 は ホテ ル ヨ ー 2 ラル 」 
~ で クリ スマ ス デ ィ ナ ー を ご 用 意 。 夕 食後 は ク を 観覧 席 よ り [ 約 
15 分 ]… ハ ウス テン ボス ・ ホテ デル ヨーロッパ [S1 ( 較 泊 ) 図 同 久 
MR ハウ ステ ン ボ ス = 九 十 九 島 観光 公園 ( 九 十 九 島 の 大 パノラマ ) = 九 十 九 島 パー ル 
た つ 舟 で 巡り ます )= 人 を ほ 松 還 " 導 シー リゾ ー ト (遊覧 船 乗 船 ) = 弓 張 の 圧 ホ テル (和食 の 太 人 = 
花巻 温泉 (10:00 出 発 )= (宮沢 賢治 の 世界 )= 花 巻 必 伊 丹 0 本 0 4 05 だ 席 )ー 
(1400 て 17:30 着 ) 靖 日 


党 t 放 ご き 滞 吐 科 いき 震 滞 主 へ ー 


ほ 5 


た 田 


ぐっ 
ピン 


プー ム y\ RS I ロ Eigtd 口 
2023 年 春 に 行く 桜 ツ アー 特集 注 縮 還 
ー い も 多数 紹介 し て いま す 。 回 遇 
春の 訪れ を 告げ る よう に 咲き 誇る "桜の 花 を 楽し なむ" ツア ー を ひと 足早 く ご 紹介 し ます 。 四季 の 華 桜 
※ 下 記 2 コ ー ス は 本 カタ ログ か ら 受 け 付 け で きま せん 。 詳細 は 弊社 ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい ※QR コ ー ド は 、( 株 ) デ ン ソ ー ウ ェ ー ブ の 登録 商標 で す 


全 17 席 3 列 革 張り シー トロ イヤ ルク ルー ザー 四季 の 華 2403 は 寺宝 と 志 大 風 品 付き 客室 江上 志 だ て 」 
ラビ スタ 冨士 河口 湖 と | 三春 滝 桜 」「 北 上 展 勝地 」「 角館 」 

題 美ヶ原 温泉 「 翔 峰 」 春色 の みち の く 桜 めぐ り 3W 
還 鏡 守 雪 残る 富士 桜 と 高遠 桜 GW | 王 5 93040-P31 放 


慎 遇 二 誠 立 詳 ( い AN タケ ー サ 疾 拉 圧 本 | 詩人 講 


RG170- DP31 旅行 代金 (3 名 1 宣 お O ひ とり 様 ) 出 
(2 名 1 生 お 0 ど 議 ) 日 250.000 由 gi 20 晶 
2 を 1 ま O と り 20 000 有 史 


1800 000 mi ns 計 欠 
の の 1 


美ヶ原 温泉 
約 1.500 本 の コ ヒ ガ ン ザ クラ が 咲き 誇 
。- 六 る 桜の 名 所 。「 天 下 第 一 の 桜 」 と 称 され 


と 報 て いま す 。 拓 Es 了 d6 に は 約 1 万 森 の ソメイヨシノ が 咲き 
| 桜の 見 頃 : 例 年 月 上 旬 ^ 下 旬 meetp 上 購 IMlu】 WM ます 。 桜の 見 頃 例年 4 月 中 名 下旬 


ロイ ヤル ・ ナビ ダイ ヤル (市 内 通話 料 で OK) CE (8.5F 2 
20 公 O06( 3③3③) 400 クウ 0570-088877 エリア 大 HI 


2022.12 華 月 ~ 土 9:15<17:30 日 祝 休業 ※ 来 店 窓口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 歌 山 ・ 三 重 (携帯 電話 ・ 衛 星 電話 を 除く ) 


stAN 一 ふろ 本 画 ※ 


離島 で リゾ ー ト ステ イ 


索 の 風物 詩 、 約 35 万 株 の フリ 


八丈 島 に 春の 訪れ を 告げ る 香り 高い フリ ー ジ ア が 、 八 丈 冨 
士 を 育 景 に 色とりどり に 咲き 乱れ ます 。 花 の 見 頃 は 例年 3 月 
下旬 ~4 月 上 旬 。 ※ フ リー ジア は 4 月 7 日 出発 の み ご 案 内 


ュー 83149- P31 
詳 計 155.000m 52882 


ii 
出発 日 草 胃 7・27 日 馬 10・30 日 


国 1 名 圏 8 名 画 同行 困 一 部 同乗 回 不可 ge 層 八丈 町 営 バス 同等 


伊丹 (9:00 一 10:00 発 ) 必 羽田 八丈 島 = あ そこ 寿司 (人 
司 の 昼食 ) = ふれ あい 牧場 (見 物 )= 八 形 山 (※4/7 発 
フリ ー ジ ア 畑 に ご 案内 ) = 三根 <・ リ ー ド パー クリ ゾー に 
放出 泊 ) ※ リ ゾー ト ホ テ ル に 連 泊 。 夕 食 は 島 の 食材 を ふん だ 
に 使っ た 八丈 島 の 味覚 の 数 々 を お 楽し みく だ さい 量 属 


に 


| 商 


時 (大 坂 トン ネル ) = 服部 屋敷 ( (林立 央 9 と 人 丈 太 吉 = 
見 ヶ 滝 (見 物 )= 黄 八丈 染 元 ( 島 に 3 軒 し か な い 柴 元 見 学 )= 
いそ ざき えん (郷土 料理 の 恒 食 )= 名 古 の 展望 台 ( 八 丈 』 
南端 ) = 登 龍 峠 展望 台 = 陣屋 跡 (八丈 島 の 昔 の 様子 を 残 
景 ) = 三根 リー ド パ ー ク リゾ ー ト 八丈 島 【A】 ( 連 泊 ) 


INS) 


三根 = 八丈 植物 公園 (見 学 )= 南 原 千 早 敷 (雄大 な 溶 
3 地 と 海岸 線 )= 厨 (あし た ば つけ 麺 と あし た ば 天ぷら の 昼 
= 八丈 島 必 羽田 み 伊丹 (17:00 一 19:10 着 ) 較 


> E ke 
リマ 鞭 | 較 完 湊 


賠 


※ 八 丈 島 島 内 の 行程 は 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ど ご ざいます 
※ 八 丈 島 の バス は ドラ イ バ ー の み ( テ ー プ ガイ ド ) の 場合 が ご ざい ます 


ュー<W 83230- P31 


旅行 代金 
(3 名 1 室 お O と り 販 ) 


2 名 1 室 ひ と り 20.000 円 増 、 
1 名 1 室 70.000 円 増 


230.000 


キー シャ に 
露天 風呂 付 き 


出発 日 更 軸 25 日 本 語 14-21 晶 


国 1 名 固 12 名 弄 同 行 困 一 部 同乗 (2・3 日 目 五島 島内 の み ) 
固 不 可 gwW 習 長崎 県 交通 局 同等 
伊丹 (8:30 一 10:00 発 ) サ 長崎 = 長崎 (中 華 の 昼食 ) = 南山 
手 地区 (各自 自由 散策 )= 長 崎 港 へ (ジェ ッ ト フ ォ イ ル ) … 福 
江 洪 =(〈 タ クシ ー〉= 福 江島 ・ 刀 島 リト リー ト ray( 泊 ) ※17:00 
到着 予定 。 夕 食 は 島 の 恵み を 活か し た 魚介 類 や 旬 の 食材 
を 用 いた 和食 を ご 用 意 還 忌 久 
人骨 ー 魚 津 崎 公園 - 児 ( 車 人 ) = 五島 コン カナ 王国 (石島 
和牛 まぶし 御膳 の 昼食 )= 福 江 港 へ 旧 五 輪 教 会 つ キ リ シ タ ン 洞 窟 
ー 施 ノ 首 港 = 新 上 五島 ・ 剛 リプ コガ り や タ ( 泊 ) 
※ 夕 食 は イタ リア ン を ご 較 賠 了 
新 上 五島 (9:00 出 発 ) ー 靖 砂 清二 = 浜 ピー チ = 頭 ヶ 島 
天主 堂 = 坂本 龍馬 ゆか り の 広場 = 有川 地区 (五島 地獄 炊き 
うど ん と 提 り 寿司 の 昼食 )= 五 島 う どん の 里 (買物 )= 有 川 港 へ 
(高速 船 〉 へ 長崎 港 = 長崎 か 伊丹 (19:00 一 20:30 着 ) 紅 属 昨 
※ オ ー シ ャ ン ピ ビュー と は 、 お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 の 景色 が 視界 
の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 で す 


トー 


INS) 


て っ 


ツア ー お 申し 込み 時 の 歩行 や 視聴 覚 な ど が 
お 願い 


日 本 に 数 ある 離島 は 美しい 景色 や 手つかず の 自然 、 特 有 の 
文化 、 お いし い 名 物 な ど 上 魅力 が た くさ ん あり ます 。 離島 の 替 沢 
リゾ ー ト で 、 島 時 間 に 癒 され る ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


し 
し 


党 時 


S 蛋 
了 


\z 
欠 
WM 


癌 中 


| 富 服部 屋敷 で は 、 流 人 の 心情 を 太鼓 の 音 
ぎり に 託し た 八丈 太鼓 や 八丈 島 な ら で は の 
盆踊り に 綴り 合せ た 極 立 踊り を 上 演 。 

写真 提供 一般 社団 法人 八丈 島 観光 協会 


川 r 


8 
癌 林 で 「 務 当 ス ーー マニ マー マー ご 」 


W い 
レス 
し ス 
の 


リゾ ー ーー 


八丈 富士 の 廊 、 亜 熱帯 上 
樹林 の 高台 に 建つ 南欧 風 
リゾ ー ト ホテ ル 。 太平 洋 を 見 
トド ろ す 絶 景 、 ゆ っ た り と し た 
時 間 の 流れ 、 島 食材 を 使用 
し た 美味 し い 鳥 料理 で 島 旅 上 
を 存 分 に 味わっ て くだ さい 。 


い ( 
I 
ぷ 


oy * 


SINS さか 


五島 の シン ボル ・ 晃 岳 が 300 万 年 前 
に 噴火 し た と き に 形成 され た と 言わ れ 
る 溶岩 海岸 を 見 下ろ す 高 台 に 建つ 、 全 誠 。 
26 室 の オー シャ ン ビ ュー 露天 風 唱 付 き 生還 
ホテ ル 。 | 祈り の 島 、 光 の 宿 | を コン セ 
プ ト に 五島 の 歴 更 と 自然 を 感じ て お 過 
ご し くだ さい 。 


N 痛 > で サオ ーーQHNYNO 滞 問 仙 理 NOO い 


TU 
1 


東西 に 眺望 が 開け た 高台 に 建つ 、 
絶好 の ロケ ーション の お 宿 。 生 謗 


wtANー ふ スー 岬 ※ 


ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 方 、 身 体 障害 者 補助 大 を お 連れ の 方 、 
その 他 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は 、 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 


2022.12 


楽 話 
の みみ 問 の 
ィ 論 
、 骨 


レ / 


の 


2m 屋久 島 。 皇 三 硬 過 
HH スモ ー ル ーー 、 
ンス /) ラ ホ テル の 松屋 0 寺 ア 。 can ^ 宙 
海 を 也 む 緑 深き 高台 に 、 『 、 て 
SR 渡 厚 な 植物 の 香り に 包ま れ マ ェ ー 
ュー ス 2 83267-P31 て 点 在 する ヴィ ラ 。 極上 の 伺 ーー 才 : 相 
旅行 代金 1 名 1 室 の 時 間 が ゆっ た り と 過ぎ て 王 
es が の 7 U.000 円 100.000 円 電 い き ます 。 1 sw ) 内 
出発 日 環 記 22H 同 ⑯H 還 呈 ⑲ 日 jo06om ut で ー の 了 
国 1 名 固 8 名 国 同 行 較 同 乗 周 不 可 AP 種子 島 観 まつ ば ん だ 交通 同等 - サ 
倍 丹 (9:00 一 10:00 発 ) 鹿 児島 種子 島 = 八 千代 (地元 の ] 往 子 島 
食材 を 使っ た 和 御 前 の 昼食)= ロ ケッ ト の 丘 展望 台 = 種 子 品種 子 島 る 
| 島 宇宙 セン ター( 宇 宙 科 学 技術 館 を 見 学 )= 種 子 島 ・ 種 子 ジグ 
島 い わき き ホ テル ( 泊 ) ※ 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の リゾ ー ト ホ いわ さき ホテ ルレ 


95 較 


玉井 叫 | 肝 耶 ふ 販 WeSNNSN き | 


し 夕食 は 和洋 折 更 料理 を ご 用 意 悦 較 
種子 島 = 門倉 岬 (鉄砲 伝来 の 地 )= ト ン ミ ー 市 場 ( 種 子 島 
の 名 産品 や 土産 を お 買い 物 )= ソ テツ = 西之表 港 へ (高速 
っ 船 〉 へ 安房 港 = か た ぎり さん ( 飛 魚 の ひつ まぶし ラン チ ) = 
” ヤク スギ ラン ド ( ガ イド 同行 に て 遊歩 道 か ら 森林 浴 約 5 
分 )= 屋 久 島 ・ サ ンカ ラ ホ テル & ス パ 屋 久 島 ( 泊 ) ※ 客 室 わ 
ず か 29 室 の オー ベル ジュ 型 リ ゾー ト ホ テ ル に 宿泊 典 賠 暫 
屋久 島 = 千尋 の 滝 (落差 60 メ ー ト ル の 滝 ) = 西部 林道 ( 手 つ か 
AA 界 遺 産 指定 地区 ) = 潮騒 ( お 刺身 な ど 地 元 ーー ーー Eo 
鮮魚 の 昼食 )= 屋 久 島 か 伊丹 (16:00 一 17:00 着 ) 山 語 園 s ec 
種子 島 の 南端 、 太 平 洋 と 真白 な 砂浜 が 目 の 前 に 
2 ピュ ー 省 海 の 景 色 が = こ 
3 オー シャ ン ピ ュ ー と は お ( バ ラ ンタ を か 5 見 人 AAMAM 症 / が る な オーシャン ピ ュー の リゾ ー ト ホテ ル 。 


つも) 


日 
Mi 


露天 風呂 付き 
EE 


補 


ME 


時 
誰 


\ 
2 


畔 ※ オ ー シ ャ ン ピ ュ ー と は 、 お 部 屋 ( バ パラ ンダ を 除く ) か ら 見 え 
る 海 の 景 色 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 で す 


BEE 
宮中 


湯 ノ 本 温泉 


時 240.000 ロ 全 補 oooo94、 議 壱岐 リト リー ト 海里 村上 妥 


1 名 1 室 100.000 円 増 
全 12 室 が 温泉 赴 天 風呂 付き 客室 の 離島 リゾ ー ト ホテ ル 。 お 部 屋 か 


全 | 
室 
オ 
| 
シ 
ヤ 
ん 
ビ 
己 ら 
| 
の 
y 目 


っ 


2\) い 


Ne 
( 可 
活 由 


出発 日 芽衣 15H 罰 思 17 日 本 証 825 晶 ら の 夕日 と 洗 の 絶景 や 温泉 を お 楽し みく だ さい 。 壱岐 の 天然 素材 に こ 
1 名 圏 8 名 還 同 行 國 同 乗 固 不 可 5 索 岐 交通 同等 ” だ わっ た 料理 も ご 虹 能 くだ さい 。 
新 大 阪 (10:30~11:40 発 ) 一 新神戸 一 ( 新 壱岐 の 味 営 
) 一 博多 = タク シー ノ 相 乗り )= 博 多 千 (ジェ ッ ト フォ イル )… の ( 
| 時: 導 / 浦 港 = 湯 ノ 本 温 失 壱岐 り リト リート 海里 村上 ( 泊 ) ※17:30 た っ ぷり 堪能 
着 予定 。2020 年 泰 リニュ ー ア ルオ ー プ ン 。 全 室温 泉 十 天風 呂 付 の オー 壱岐 牛 」 を 含む 
シャ ン ピ ュ ー 客 室 。 食 は 「 索 岐 生 」 を 含む 洋食 コー ス と 「 索 岐 の 飽 ] な 洋食 コー ス 


ど 新 鮮 な 海 の 幸 を 使用 し た 和食 会 席 を 1 日 ずつ ご 用 意 回 国 攻 | 壱岐 の 飽 」 な ど 
湯 ノ 本 温泉 = 猿 岩 (壱岐 の シン ボル ) = 勝 本 港 . 辰 の 島 遊覧 船 ( ご 美 し 新鮮 な 海 の 辛 を 
い 法 と 何 岩 断崖 絶 麻 を 楽し む 遊 覧 船 )/= は ら ほげ 地蔵 = 左京 見 ( 玄 使用 し た 和食 会 席 
界 灘 に 面 し て 切り 立っ た ダイ ナミ ッ ク な 景勝 地 )= 原 の 辻 遺 跡 ( 殊 志 人  ※ 洋 食 コー ス 、 和 食 会 席 は 宿泊 謙 
人 伝 に 記さ れ た 王者 の 遺跡 )= 岳 ノ 辻 展望 台 ( 鳥 全体 を 見 流せ る 絶 中 どちら か で 提供 いた し ます 
景 スポ ッ ト ) = 湯 ノ 本 温泉 壱岐 リト リー ト 海里 村上 ( 連 泊 ) 開 周 区 
湯 ノ 本 温泉 = 壱岐 市 立 一 支 国 博物 館 ( 島 全体 に 残る 歴史 を 学べ る 
博物 館 ) = 郷ノ浦 町 陸上 養殖 場 ( 島 の 豊か な 地下 水 を 利用 し た 世界 
初 「[ と ら ふ ぐ の 低 塩分 陸上 養殖 施設 ] を 見 学 )= ピ ュー ホテ ル 壱 岐 
(陸上 養 交 され た 「 と ら ふ ぐ 」 を 使っ た 和食 の 昼食 )= 壱 岐 ・ 芦 辺 港 … 
(ジェ ッ ト フ ォ イ ル ) 博多港 =( タ クシ ー ノ 相乗 り ) = 博多 ー( 


し 4 


oh 


INS) 


て うら 


mh マー 


wt ツー スー 由 ※ 


中 ) 二 新神戸 一 新 大 阪 (1830~-19:40 着 ) 剛司 中 
ロイ ヤル ・ 人 06(6733) 4000 ナビ ダイ ヤル (市 の 話 村 ot) ー 和 電話 か 59 分 935 由 (8 昌和 の 市 
詩人 で と 利用 いた だ ける 通 放 サー ビス で す 。 
1 人 ン ノル 対応 エリ ア / 大 阪 ・ 拓 庫 ・ 京 都賀 ・ 奈 良 ・ 和 
天上 華 月 -+9:1517:30 日 祝 休 業 ※ 来 店 窟 口 の 営業 時 間 は お 問い 合わ せく だ さい 0570- 088877 歌 届 ・ 三 重 提 話 ・ 和 時 電 話 を 除く ) 


画像 提供 :JR 東 日 本 


時 間 と 空間 の うつ りか わり を 楽し む 


クル ー ズ トレ イン 日 本 の 移り 行く 季節 の な か で 培 わ れ て きた 、 そ の 土地 、 そ の 瞬間 な ら で は の 美 し ae 
い 景 色 、 美 味 な 食 、 文 化 や 芸術 、 人 々 の 温もり 。「TRAIN SUITE 四季 島 」 の 静か 
TRAIN SUITE 四季 島 な 動き が 、 新 た な 日 本 と の 奥深 い 出 会 い へ と 導き ます 。 ノ 


イナ ミッ ク に 流れ る 自然 の 景色 を ご 観賞 いた だ け ます 。 


眺め が な ら お 楽し みく だ さい 


国 同行 国 2 名 岡 2 名 國 同 乗 不 可 販 席 油 神 奈 中 観光 バス (ロイ ヤル クル ー ザ ー[「 空 」] 号 ノ 


1 日 目 )・ ジ ェ イア ー ル バス 関 東 (2 日 目 )・ タ クシ ー 利 用 (3 日 目 ) [ロイ ヤル ク 


コー ス 番 号 「 四 季 島 」 客 室 タ イプ | 1 泊 目 客室 タイ プ |2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 四 替 : の 華 ょ ) 利 | 用 | 
ーー v さ ge すこ と 3 ナ / 1 // 
っ () D スイ ー ト デラ ックス ツイ ン ー 
(45m 700.000m 3 列 本 草 シ ー ト | 化粧 台 付 イレ 完備 RNN 
<K07 作 当 K 争 デラ ックス スイ ー ト | クラ フ テ ラッ クス | S20.000 ロ | 春の 訪れ を 感じ る 
260 湯島 天神 参拝 
83074-P3 1 と と (4e の | 1000.000m 婦 ク 
多く の 学者 や 文人 に 上 
由 発 日 葉 語 1 づ () 昌 され 学問 の 神様 こと 芝 友 
] | 聞 大 阪 (8330 発 ) 一 (新幹線 の ぞ み 釣 グリ ー ン 車 ) 一 東京 =( ロ イヤ ル | 人 真 会 を 祀る 天満 皮 で 板 
クル ー ザ ー[「 空 」 号 乗車 。 車 窓 ド ライ ブ を お 楽し みく だ さい )= ホ テル 人 雅 | の 花 を 件 貸 
叙 園 東京 ( 恒 食 案 内 人 と と も に 館内 を 見 学 )= 湯 島 天神 ( 昔 原 道真 | 
公 を 祀る 名 所 で 板 観 賞 )= 丸 の 内 パレ ス ホ テル 東京 ( 泊 ) ekiceuissi2o 


※「 四 李 島 ] 乗 車 の 前 夜 は 「 パ レス ホテ ル 東 京 」 に 宿泊 。 夕 食 は 四季 
の 華 ス ペ シ ャ ル メニ ュー の フラ ンス 料理 を お 召し 上 が りく だ さい 申 属 図 丸の内 
2 | 丸の内 (7:30 出 発 )=〈 ハ イヤ ー に て 移動 )= 上 野 ・「 四 李 島 専用 ラウ ン 語 で Ps 

ジ 「 プ ロロ ー ク 四季 鳥 」 に て 乗車 説明 ・ ウ ェ ルカ ム セ レ モニ ーー(「 四 季 パレ ス ホ テ ル 東 京 

島 ] の 旅 が いよ いよ 始ま り ま す ノ 車内 に て 昼食 一 席 鳥 神宮 = 鹿島 神 フレ ンス ホ テル 東京 

宮 . 佐 原 (下車 観 光 )= 佐 原 一 (車内 に て 夕食 一 車 中 ( 泊 ) 開 便 切  、 ッ レム メンテ リア の 委 宇 か ら は 衣 外 に 根 を 党 み 、 
3 | 車 中 一 根府川 (ホー ム ・ 駅 舎 か ら の 日 の 出 観 賞 ) 一 小田 原 =( 車 外 で 朝 人 憲 き の 時 を 演出 。 大 都会 の 利便 性 を 兼ね 備え な が 
食 ) = 小田 原 (下車 観光 )= 小 田原 一 (車内 に て 昼食 〉 一 上 野 (18:30 頃 
フェ アウ ェ ル パー ティ ー 後 、 帰 路 へ ) 一 (特急 「 と きわ 」 号 ・ 指 定席 ) 一 東 
京 一 (新幹線 の ぞ み 号 民 グ リー ン 車 ) 一 新 大 阪 (22:27 着 ) 較 琶 串 
※ 花 の 見 頃 は 気象 状況 等 に より 前 後 する 場合 が あり ます 。 ※ 日 の 出 は 天候 に より ご 覧 頂け な い 場 合 が 
あり ます 。 ※ 3 日 目 は タク シー 移動 と な り ます 。 ※ 東 京 ・ 名 古屋 出発 の お 客 様 と の 共同 催行 と な り ま す 。 


お 申し 込み に つい て の ご 案内 
83073-P31、83074-P31 は 多数 の お 申し 込み が 予想 され る た め 、 抽 選 販 売 と させ て いた だ きま す 。 
* お 申し 込み 締切 11 月 30 日 ( 水 ) 抽選 日 12 月 2 日 ( 金 ) 
< 発表 / 当選 され た 方 へ 直接 お 電話 に て ご 連絡 いた し ます 。 


当選 され た 方 は 、 右 記 の お 申し 込み 金 を 頂い て の 較 証 HE 5 
有 約 成立 と な り ます 。 93 証 が 行 代金 の 20% 


次 回 は 7 月 出発 を 予定 し て お り ま す 。 ご 希望 の お 客 様 は 電話 に て お 問い 合わ せく だ さい 。 


お 申し 込み に つい て の ご 注意 旅行 の ご 参加 は 出発 時 に 成人 (18 歳 以上 た ) の お 客 さ ま と さ せ て いた だ きま す 。 @ 妊 娠 中 の 方 、 補 助 犬 使用 の 方 な ど 、 特 別 な お 手伝い を 必要 と する お 客 さ ま は 、 そ の 旨 を 旅行 の お 申 

し 込み 時 に お 知ら せく だ さい 。 当社 は 可能 か つ 、 合 理 的 な 範囲 で 応じ させ て いた だ きま す 。 な お 、 こ の 場合 、 利 用 機関 等 の 求め に より 医師 の 診断 書 を 提出 し て いた だ く 場 合 が ご ざ 

いま す 。 ま た 、 現 地 事 情 や 輸送 ・ 宿 泊 機 関 等 の 状況 な が ど に より 、 ご 旅行 の 安全 か つづ 円 滑 な 実施 の た め に 、 同 伴 者 また は 介助 者 の 同行 な ど を 条件 と させ て いた だ く か 、 お 客 さ ま の 同意 の 上 、 コ ー ス の 一 部 内 容 を 変更 させ て いた だ く か 、 あ 

る い は ご 参加 を お 断り させ て いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。 そ の 際 、 お 申し 出 の 時 期 に よっ て は 、 取 消 料 が 必要 と な る 場合 が ご ざい ます 。 @ 商 用 目的 の 取材 や 撮影 の 場合 は 、 事 前 に お 申し 出 く だ さい 。@ ス イー ト の 客室 番号 号車 の 指定 は 

お 受け いた し か ね ます 。 バ パリ アフ リー 対応 の お 部 屋 に な る 場合 が ご ざい ます 。 @ 客 室 、 共 用 スペ ー ス を 含め 、 車 内 は 禁煙 で す 。 お 煙草 は 5 号車 ラウ ンジ の 喫煙 室 を ご 利用 くだ さい 。 @ 全 室 シ ャ ワー・ ト イレ を 備え て お り ま す 。 @ 列 車内 の 共 

用 スペ ー ス 、 各 地 で の お 食事 の 際 は 右記 の 服装 の ご 着用 を お 願い いた し ます 。 (男性 ) 究 付き の シャ ツ 、 ジ ャ ケッ ト 、 セ ー タ ー (ター トル ネッ ク 含む お ) 、 ス ラッ クス な どの 長 ズ ボン 、 ジ ー ン ズ ( ダ メー ジ 加工 で な いも の ) な ど (女性 ) ブラ ウ 
ス 、 セ ー タ ー( タ ー ト ルネ ッ ク 含 む お ) 、 ス カー ト 、 ス ラッ クス 、 ジ ー ン ズ ( タ メー ジ 加 工 で な いも の ) な ど ※T シ ャ ツ 、 半 ズボン 、 浴 衣 、 ジ ャ ー ジ 、 サ ンダ ル な どの 着用 は ご 遠慮 くだ さい 。 


AN へ へ み 慎 志 湯 男 ※ 


※「[ ロ イヤ ルク ルー ザー 四季 の 華 空 号 ] は 3 列 シ ー ト の た め 、 同 じ グル ー プ で も 席 が 離れ る 場合 が あり ます ※ 利 用 バス 会 社 一 覧 は 弊社 ホー ムペ ー ジ で ご 確認 いた だ け ま す す 


管理 番号 : 20848 


三 ー ロ ロー = ェ へ 、 〒160-8308 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-3-1 新宿 アイ ラン ドウ イン グ 5 っ も 了 
間 フラ プリー リズ ム 株 式 会 社 人 録 行 第 1699 号 悪評 公 正 取引 必 議 人 会員 JATA 正会員 放 行 サー ビス の 内 人 信昌 等 に 
旅行 企画 実施 関西 テー マ 旅 行 セ ンタ ー [ 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 関西 テー マ 旅行 セン ター: 布 瀬 吉 人 ] し て いま す ※ 詳 し い 旅行 内 容 を 記 


〒542- 波 4.1-15 近鉄 難波 ビル 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 取引 の 責任 者 で す 。 こ の ご 旅行 の 契約 に 関し 、 担 当 = 載 し た 書面 を お 送り し ます の で 、 事 前 
542-8566 大 阪 市 中 央 区 部 小 4-1-15 近鉄 難波 ビル 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あり まし た ら 、 ご 遠慮 な く 上 記 の 旅行 業 務 取 扱 管理 者 に ご 質問 くだ さい 。 に ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 


ロイ ヤル グラ ンス テー ジ 四 を の (06(6733)4000 半 の 


